J 


fx-82ES 

fx-83ES 

取扱説明書 

保証書付 


ご使用の前に「安全上のご注意」をよくお読みの上、 
正しくお使いください。 

本書はお読みになった後ち大切に保管してください。 


RCA 501983-001 V01 


CASIO. 

http://www.casio.co.jp/edu/ 
















はじめに 


このたびはカシオ製品をお買い上げいただき、誠にありびとラ 
ござレまず。 

■使い始めるとをは ( A — ドケースについて） 

本機を使い始める隙は、本機をスライドさせて八ードケースか 
ら取り外し、下図の要領で本機の背面に八ードケースを取り付 
けます。 



口使い終わった5 

本機を上ち向にスライドさせて、背面に取り付けた A — ドケー 
スを取り外し、使い始める前の状態に戻して < ださい。 

■本機の状態を初期状態に戻すには 

次の操作を巧ラことで、本機の計算モード、すべてのセットアッ 
プ情報、およびすベての;><モ I 」 一 内容を一括してク U アし、本機 
を初期状態に戻すことがでさます。 

画 ^ 国 (CLR) 团 (All) 呂 (Yes) 

♦ 本機の計算モードや設定について詳しくは、 r 計算モードと 
セットアップについて」 （14 ページ)を参照してください。 
♦本機のメモ I 」一について詳しくは、 r 各種メモ I 」一の和用」 
(41 ぺージ)を参照してください。 




■本書の表記について 

本書中では各種操作を次のルールに従って表記します。 

♦ 鲁キーは、キーの表面に印刷されている交:字で表されていま 
す。 

例：圧]、回、曲、曰、因、画など 
♦ 連続したキー操作は;欠のよラに表記します。 

例:固回囚旧固回呂 

表記通りの順まにキーを巧すことを表します。 

♦ ほとんどのキーには複数の機能び割り当てられており、画司 
や应画を押すことで、キーの表面に印刷されている文字び表 
ず磯能とは別の磯能を呼び出すことがでさます。 

I -別機能 

sin-i D 

キー表面の機能 — Sin 


あるキーに割り当てられた別機能を使ラ場合の操作は、次の 
よラに表記します。 

例：耐巧际 ；]( sin -1、 m 日 

~r 

直前までのキー操作で呼び出される機能を、 

() で括って表記 


♦画面上に表示されている方ニュー項目を数字キーで選ぶ操 
作は、次のように表記します。 

例：圧] ( Setup ) 

直前のキー操作で選択さ ri るメニュー項目を、 

() で括って表記 


♦ 力ーソルキー(ちイラスト参照)は、キー 
の上下ちちの端を巧して操作します。上 
下ちちの端を巧す操作を、それぞれ 
® 活)角)®のよラに表記しまず。 
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■本書中の例題について 

本書中の例題の操作を行う隙には、例題に付けられた マークに 
応じて、設定を切り誓えることび必要です。 

♦ 次のマークがついた例題では、表おお式設定の切り替えび必 
要です。 


マー ク 

設定 

IMATHI 

表示形式として r 自然表示」を選択します。 

I LINE I 

表示形式として r ライン表示」を選択しまず。 


切り替え操作については r 表おお式設定を切り誓えるには」 
(1 5ぺージ)を参照してください。 


♦次のマークがついた例題では、角度設定の切り誓えが必要で 
す。 


マー ク 

設定 

| 。巧 | 

角度設定としてに eg 」 を選択します。 

I Rad I 

角度設定として 「 Rad 」 を選択します。 


切り替え操作については r 角度設定を切り誓えるには」 （1 日 
ページ)を参照して < ださい。 
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をを上のごを意 


このたびは本機をお買上げいたださま 
して、誠にありびとうございます。ご使 
用になる前に、この r 安全上のごを意」を 
よくお読みの上、正しくお使いくださ 
い。なお、本書はお読みになった後ち大 
切に保管して < ださい。 


A 

ミ主意 


この表示を無視して誤つ 
た取り扱いをすると、人び 
傷書を負ラ可能性び想定 
される内容および物的損 
害のみの発生び想定され 
る内容を示しています。 


電池について 

♦本機で使用している電池を取り外 
した場合は、誤って電池を飲むこ 
とびないよラにしてください。特 
にルさなおモ様にごを意くださ 
い。 

♦電池はルさなおモ様の手の届かな 
い所へ置いてください。万一、おモ 
様び飲み込んだ場合は、ただちに 
医師と相談してください。 

♦電池は、充電や分解、ショートする 
恐れのあることはしないでくださ 
し、。また、加熱したり、火の中へ投 
入したりしないで < ださい。 








♦電池は使い方を誤ると液ちれによ 
る周囲のミち損や、破裂による乂災 • 
けびの原因となることびあります。 
巧のことは必ずお守りください。 
•極性 （® と©の向き）にを意して 
正しく入れてください。 

• 長期間使用しないときは、本体か 
ら電池を取り出しておいてくだ 
さし、。 

• 本機で指定されている電池 L ソ外 
は使用しないで < ださい。 


乂中に投入しないで<ださい 

♦本機を乂中に投入しないでくださ 
し、。破裂による火災 • けびの原因と 
なることびあります。 


• 本書中の表示/イラストは、印刷のため実物と異なることび 
あ0まず。 

♦本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することびあ D 
ます。 

• 本書の内容については万をを期して作ホいたしましたび、万 
一ご不審な点や誤りなど、お気づ'をのことびありました6ご 
連絡ください。 

♦本機使巧によ D をじた損害、逸失利な、およびま兰ちか日の 
いかなる請ホにつをましてち、当社ではいっさいその責任を 
負えませんので、あらかじめご了をください。 
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ごほ用上のを意 


• お買上げ直後、本機を使用ずる前に必ず励キー 
を f 甲してください。 

• 本機が正常に使巧でさてち、定期的に必ず電池 
を交換して < ださい。 

fx-82ES/fx-83ES. 2年(単 4) 

特に消耗済みの電池を放置しておをますと、液をれ 
をおこし故障などの原因になることびありますの 
で、計算機内には絶対に残しておかないでくださし、。 

• 付属の電池は、工場出荷時より微少な放電によ 
る消耗が始まっていまず。そのため、製品の使用 
開始時期によっては、所定の使用時間に満たな 
いうちに寿命となることびありまず。あ5かじ 
めご了承ください。 

• 本機に記憶させた内容は、ノートに書くなどし 
て、本機とは別におず控えを残してください。本 
機の故障、修理や電池消耗などによ0、記憶内容 
び消えることびあります。 

• 極端な温度を件下での使用や保管は避けてくだ 
さい。 

低温では表示の応答速度び遅< なったり、点灯しな 
くなったり、電池寿命び短くなったりします。また、 
直射曰光の当たる焉所や窓隙または隱房器具の近く 
など、極端に温度び高くなる場所には置かないでく 
ださい。 

ケースの蜜色や変形、または電子回路の故障の原因 
になります。 

• 湿気やほこりのをい場所での使用や保管は避け 
て < ださい。 

水び直接かかるよラな使用は避けるととをに、湿気 
やほこりにち十分ご注意ください。 

電子回路の故障の原因となります。 
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• 落としたり、強いショックを与えないでくださ 
い。 

• 「ひねり」や r 巧げ」を与えないでください。 

ズボンのポケットに入れるなど、 r ひね0」や「曲げ」 
を与える恐れびあることをしないでください。 

• 分解しないでください。 

• ボールペンなど銳利なちのでキー操作をしない 
で < ださい。 

• お手入れの際は、乾いた柔5かい巧をご使用く 
ださい。 

特にミちれびひどい場合は、中性洗剤液に浸した巧を 
固くしぼってお拭をください。なお、シンナーやベン 
ジンなどの揮発性溶剤は使用しないでください。 
キーの上の文字び消えたり、ケースにシ S をつけて 
しま5恐れびあります。 


• 7 • 


目次 

はじめに . 1 

■使い始めるときは ( A - ドケースについて） . 1 

■本機の状態を巧期状態に戻すには . 1 

■ 本書の表記について . 2 

■ 本書中の例題について . 3 

をを上のごま意.. . 4 

ご使用上のま意.…… . 6 

計算を始める前に… . 10 

■電源を入れるには . 10 

■電源を切るには . ..10 

■ コントラストを調節するには. ..10 

■キーの見かたの基本ルール.… ..11 

■画面表示について . 11 

計算モードとセットアップについて . 14 

■計算モードについて . 14 

■セットアップについて . 。15 

■ 計算モードと各種設定をク U アずるには . 18 

式や数値の入力について . 19 

■計算式の入力(書式通 OA ^ 方式） . 19 

■ 計算齡訂正 . 21 

■ エラー位置表示について . 23 

■ 自然表示での入力操作 . 24 

計算結果の無理数表をについて . 28 

■ 厂あ式の演算範囲について . 29 

基本計算 ( COMP ) . 31 

■ 四則演算 . 31 

■分数計算 . ..32 

■パーセント計算， ..35 

■度分砂 (60 道数)計算 . ；36 

マルチステートメントと計算履歴 . 38 

■ マルチステート^ントを使った計算 . 38 

■計算履歴と I 」プレイ機能の利用 . 38 

各種メモリーの利用 . 41 

■アンサーメモリー ( Ans ). 41 

■独立メモ U -( M ) . 43 

■変数メモ U — ( A , B ， C , D , X , Y ) .45 

■ メモリー内容を一括してク U アするには . 46 

•8* 





































関数計算 . 47 

■ 円周率几と自然対数の底だ . 47 

■互ち関数とを兰角関数 . 48 

■ g 度単位変換 . 48 

■ 双な線関数と逆双な線関数 . 49 

■指数関数と対数関数 . 。49 

■ べき乗関数とべき乗お関数.... ..50 

■ 座標変換植交座標一極座標） ..51 

■その他の関数 . ..53 

表を変換機能 . 56 

■ Eng 変換と逆 Eng 変換 . 56 

■ S.D 変換 . 56 

統計計算 ( STAT ). 59 

■綿計計算の概要 . 59 

■-変数統計演胃 . 68 

■回帰演算(二変数統計演算） . 70 

関数式か6の数値テー刀レ生成 ( TABLE ) . 85 

■数値テーブルを成の概要(操作の流れ） . 85 

■ 関数式の登録と乂直の指定について . 87 

■数値テープル®®について . 88 

巧術情報 . 89 

■計算の擾先順ィな . 89 

■スタック数の制限について.... ..90 

■演算範囲•演算が数•精度について . 91 

■エラーメッセージについて.... ..93 

■故障かなと思う前に… . ..95 

リファレンス情報 . 96 

■ 電源ぉよび電池交換 . 96 

tt 様 . 98 

応用例題 . 99 

■ ±木-測量 . 99 

■物理 . 103 

保証•アフターサービスについて . 107 

保証規定 . 109 


• 9 * 


































計算を始める前に 


■電源を入れるには 

電源を入れるには、画)を巧します。 

♦ このとさ、前回電源を切った隙に選択されていた計算モード 
(14 ぺージ)になりまず。 

■電源を切るには 

電源を切る口ま、画3画 （ OFF ) を巧しまず。 

電源を切ってち、次の情報は保持されます。 

♦ 計算モードと各種設定状態 (14 ページ） 

♦ アンサーメモ I 」一 (41 ページ)、独立>^モ1」一 (43 ページ)、蜜 
数メモ U — (45 ページ)の内容 

■コントラストを調節するには 

液晶表示び薄ずざたり濃ずざたりして見ゴらい場合は、コント 
ラストを調節します。 

1 . 画司陋固 ( SETUP ) を巧します。 

•セットアップ画面が表示されまず。 

2. 度)を巧して次画面を表示しまず。 

3. 回 （◄ CONT >) 封甲します。 

• コントラスト画面び表示されます。 


CONTRAST 


LIGHT 

DARK 

C " 



4. 角)または®を巧して調節しまず。 

5. 調節び済んだ5画を巧します。 

♦ 陋固を巧して表示される計算モード画面で角)®を巧して 
ち、 コン トラストを調整ずることびでさます。 

ごま意 

コントラストの調節を行っても液晶表示び見ゴらい場合は、電 
池び消耗しています。新しい電池に交換してください。 


• 10 • 





■ キーの 見かたの畐本 ルール 

本機への入力操作は、すべて本機のキーを使って巧いま 

す。 

キーを単独で巧した場合は、そのキーの表面に印刷されている 
数字や演算子の入力（田、田など)、または機能の実行（固、画 
など)びでさます。 

キーの上に表示されている機能は、呼び出しちや使用可能な 
モードに応じて色分けされています。 


♦ キーの上に黄色で表示されている関数や機能は、画因を巧し 
た後にそのキーを巧すことで入力または実行することびで 
をます。 

例：画司區司 ( sin - i )、 画司应 3( INS ) 

♦ キーの上に赤色で表示されている蜜数、定数、記号は、应因を 
巧した後にそのキーを押ずことで入力することびでさます。 
例:画)回 ( A )、 匹 i 函 ( e ) 


■画面表示について 

本機は31ドット X 96 ドットの液晶画面表示を備えていまず。 
この液晶画面への各種の情報表示ついて説明しまず。 

口入力式と計算結果の表示について 

本機のディスプレイは、入力した計算式と計算結果の出力を、同 
時に表示できます。入力式と計算結果は、最大3行を使って表示 
されまず。 

入力式表示— 

計算結果表示 一( 


Pol(J ■ じ）， J ■ じ）） 
r= 2 

e = 45 
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口 自然表示とライン表示について 

表示形式には、分数やお理数などを教科書通りの書式で表示巧 
能な r 自然表示」形式と、個々の式や数値をすべて1行で表示ずる 
「ライン表示」お式びあります。 


自然表示形式の場合 


章+§ 


22 

15 


ライン表示形式の場合 


4j5+2j3 " 

22j15 


♦ 表示形式の切り督えは、本機のセツトアップ画面で行いまず 
(15 ぺージ参照)。 


ロ シンボル表示について 

現在の計算モードや設定状態、計算の経過などが、ディスプレイ 
の最上部にシンボルで表示されまず。 

でお^例 「 STAT 囚 I 


シンボル表示には、それぞれ次の意はびあります。 

《各シンボルの表示位置の左からちの順に U ストしています。 


シンボル 

意は 

参照先 

曰 

画司を巧したとさに点むし、次のキーを 
巧すと消えます。 

- 

田 

匹1を押したとさに点打し、次のキーを 
巧すと消えます。 

- 

M 

独立メモ1」一にデータが登録されている 
間、点なします。 

43 

STO 

蜜数メモ1」一へのデータの登録に関連し 
た表おです。画因固 ( STO 怔巧したとき 
に点むし、次のキーを巧ずと消えます。 

45 

RCL 

蜜数メモ1」一からのデータの呼び出しに 
関連した表示です。画を巧したとさに点 
なし、次のキーを巧すと消えまず。 
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シンボル 

意は 

参照先 

STAT 

STAT モード時に点なしまず。 

59 

囚 

角度設定び r 度」の場合に点灯します。 

15 

因 

角度設定び r ラジアン」の場合に点むし 
ます。 

旧 

角度設定び r グラード」の場合に点むし 
ます。 

FIX 

表示お数設定び Fix 時に点なします。 

16 

SCI 

表示巧数設定び Sci 時に点むします。 

Math 

表示形式として r 自然表示」び選択され 
ているときに点なします。 

15 

▼ 

U プレイ可能な計算履歴び記憶されて 
し''るとをや、前画回/次画面びあると 
さに点灯します。 

38 

▲ 

Disp 

マルチステートメントによる計算の実 
行中に点なします。 

38 


ご注意 

複雑な演算を実行したとをなど、実行結果を表示するのに時間 
びかかる場合に、表示上はシンボルのみ点なした状態となりま 
ず。 
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計算モードとセットアップについて 


r 計算モード」は、本機で何の計算を行ラかを選択する、最も基本 
的な設定項目です。また「セツトアップ」に含まれる鲁項目に 
よって、計算時の入出力や演算のしかたなどに関する設定を行 
います。 

■計算モードについて 


本機は、留にいずれか]つの計算モードで動作します。本機び倫 
えている計算モードは、次の3種類でず。 


モード 

説明 

参照先 

COMP 

(標準計算） 

関数計算を含む、一般の計算を行う 
計算モードでず。計算モードのI」 
セツ ト 操作 (18 ページ参照)を実行す 
ると、本モードに切り誓わりまず。 

31 

STAT 

(統計計算、 

回掃計算） 

一変数統計演算や回帰演算を巧う計 
貸モードです。 

59 

TABLE 

(テープル計 
算） 

関数式より数値テーブ J レを作成する 
計算モードです。 

85 


口計算モードを選ぶには 

1. 陋固を押します。 I 

• 計算モ-ドの選択1誦び表示主 i お目 Ee 2: STAT 
されまず。 


2. 選びたい計算モードに対応した数字キーを押します。 
• 例えば STATE- ドを選ぶには、回を巧します。 
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■セットアップについて 

本機による計算時の入出力や演算のしかたなどに関ずる設定を 
行うことびできます。設定には、画司極固 ( SETUP ) を巧して表示 
されるセツトアップ画面で行います。セツトアップ画面は次の 
2画面びあり、度)または®を巧して切り誓えまず。 


IsMthlO 2sLineI0 


▲ 

1 : ab/C 2 ： d/C 

3: Deg 4: Rad 

3SSTAT 4：DiSP 

5s 百 ra 6sFix 

7sS 亡 i S:Norm 

一 

5S<C0NT> 


♦セツトアップ画面に含まれる 「◄ CONT >」 （コントラスト設 
定)については、 r コントラストを調節するには」 （10 ページ） 
を参照してください。 


口表をお式設定を切り替えるには 

本機のディスプレイへの入力式や計算結果の表示形式を、「自然 
表示」と r ライン表示」の間で切り誓えることびでさまず。 


表おお式設定 

操作け甲ずキー） 

自然表示 

画^極)の ( MthIO ) 

ライン表示 

丽 fl 耐 Dm (Line に） 


口角度設定を切り替えるには 

兰角関数計算で利用する角度の単位を、「度」、 r ラジアン」、 r グ 
ラード」の間で切り誓えることがでをます。 

(90° -—ラジアン-100グラード） 


角度設定 

操作け甲ずキー） 

度 

[ sHi ^ [ mode ] m ( Deg ) 

ラジアン 

丽 fl 咖 I ] 两 （ Rad ) 

グラード 

画 3 函) 回 ( Gra ) 
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口表示柄数設定を切り替えるには 

計算結果として表示する衍数を、 r 小数点じ(下お数固定 J (0 〜9衍 
の間で指定巧)、 r 有効お数指定」 （1 〜10おの間で指定巧)、「指数 
化表示設定 J (2 通りの設定から選択巧)の間で切り督无ることび 
でをまず。 


表示が数設定 

操作(巧すキー） 

小数点(下が数 
設定 

Ishift ] ImodeI 曲 ( Fix ) 

田] (0 お固定）〜国 （9 お固定） 

有効巧数設定 

画^極 i ) 区) ( Sci ) 

圧)（有効巧1做)〜国、田](有効巧10做 

指数表示範囲設定 

画^極 i ) 国 （ Norm ) 

圧) ( Norm 1 ) または回 ( Norm 2 ) 


設定に応じた計算結果表示について 

• Fix (ル数点じ i 下お数固定)を選択ずると、〇〜9巧の間で指定し 
たお数に応じて、ル数点 iU 下び表示されます。また、計算結果 
は指定したおの1巧下で四捨五入され、指定した巧までび表 
おされます。 

例：100~^7 - 14.286 ( Fix 3 の場合） 

14.29 ( Fix 2 の場合） 

♦ Sci 馆劾お数指定)を選択すると、1〜10衍の間で指定した巧 
数と指数によって計算結果び表示されます。また、計算結果 
は指定したおの1巧下で四捨五入され、指定した析までび表 
おされます。 

例：1^7二1.4286 X 10- 1 (Sc ほの場合） 

1.429 X 10-1 ( Sci 4 の場合） 


♦ Norm1 または Norm2 を選択すると、それぞれ次の節囲となつ 
た場合は指数表おとなります。 

Norm 1 : 1 〇- 2 > レ|, UI 窒10 1 。 

Norm2：10-^ >| a -|, Ul ^ 10… 

例：1~^200二5乂1〇-3 (Norm1 の場合） 

0.005 (No「m2 の場合） 
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口分数表を設定を切り替えるには 

分数計算時の計算結果を仮分数で表示するか、帯分数で表示す 
るかを切り誓えることびでさます。 


分数表お設定 

操作(巧ずキー） 

帯分数表示 

画^極 i ) 度) 圧] (ab/c) 

仮分数表示 

画^陋^ 度) 回 (d/c) 


口統計表を設定を切り替えるには 

STATE - ド時の STAT エディタ圆上に頻度 ( FREQ ) の列を表示 
するか、しないかを切り替えることびでさます。 


STAT 回 


STAT 田 

I a I FREQ I 

M 1 

FREQ 列非表示時 


FREQ 列表示時 

統計表示設定 

操作(巧すキー） 

FREQ 列を表示する 

画^極 i ) 度) 回 ( STAT ) 圧) ( ON ) 

FREQ 列を表示しない 

画^醒) 度)回 ( STAT ) 回 ( OFF ) 


ロル数点表示設定を切り督えるには 

ル数点をドットし ） で表示ずるか、カンマし ） で表示ずるかを切 
り誓えることびでさまず。 


小数点表示設定 

操作(押すキー） 

小数点をドットし ） で 
表示 

画^陋^度)团 ( Disp ) の ( Dot ) 

小数点をカンマし）で 
表示 

画^醒)受团 ( Disp ) 回に omma ) 


♦ル数点表示は、演算結果表示にのみ適用されます。ル数点入 
力表示（亡]キーを巧したとさの表示）には適用されません。 
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■計算モードと各種設定をクリアするには 

計算モードとずべてのセットアツプ晴報を一括してク U アし、 
鲁設定を下記の初期が態に戻ずことがでさます。 


計算モード . COMP (標準計算モード） 

表示形式設定 . MthIO (自然表示） 

角度設定 . Deg (度数法） 

表示お数設定 . Norm 1 (指数表示1 ) 

分数表示設定 . d/c (仮分数表示） 

統計表お設定 . OFF ( FREQ (頻度)列非表示) 

ル数点表お設定 . Dot (小数点を r . 」で表示） 


計算モードと各種設定をク I 」アするには、次の操作を行います。 
画^ 国 ( CLR ) の ( Setup ) 曰 ( Yes ) 

• ク U アを実行しない場合は、目を巧ず巧わりに固に ancel ) 
を押して < ださい。 
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なや巧値の入力について 


本節では、計算式の入力や、入力した計算式の訂正のしかた、自 
然表示選択時の入力方法などについて説明します。 

♦特に断りのない限り、本節で説明するすべての操作は、自然 
表示/ライン表示のいずれの選択時でを行ラことびでさま 
す。自然表示/ライン表示の切り替えについては、 r 表示お式 
設定を切り誓えるには」 （15 ぺージ)を参照してください。 


■ 計算式の入力(書式通り入力方式） 

本機は紙に書し、た通りに計算式を入力し、目を巧ずと計算び実 
行される r 書式通り入力ち式」を採用しています。加減乗除、関 
数、カツコの優先順位は、自動的に判別されます。 
C 3 D 2{5+4)-2 X (-3)- 

I line ! 

回の回西田の日 
图困回国呂 


2C5+4)-2x-3 

24 


ロカッコ付き関数 ( sin , cos , 厂など)の入力につい 
て 

本機では、次の関数は開さカッコ付さで入力されます。弓 I 数のホ 
尾に閉じカッコ （）） を入力することび必要です。 

sin し cos し tan し sin ~'(, cos — ソ， tan ~'(, sinh し cosh し tanh し 
sinh - i (, cosh - i (, tanh - i (, log (, ln (, がし10&(，厂 い厂 し Abs し 
Pol (, Rec (, Rnd { 

(例 ） sin 30二 

I line ! 

励团の回目 


區]を押すと ‘ sin (’び入力される 
♦ 自然表示形式では入力ちまび異なる関数びあります。「自然 
表示での入力操作」 (24 ページ)を参照してください。 


sin(3 日） 

0.5 


• 19 • 












口秉算記号（ X ) の 省略に ついて 

次の柔算記号（ X )は、入力を省略することびできます。 

. 回の前……2と( 5 + 4 )など 

■カツ〕付き関数の前……2と sin (30)、2 と厂 (3) など 
-メモ1」一、定数、乱数の前……20と A 、2 互7[など 

口計算式末尾のカツコの省略について 

呂直前の田は、省略しても入力したとみなされます。 r 計算式 
末尾の閉じカツコの省略について」 （32 ぺージ)も参照してくだ 
さい。 

口画面幅に収ま 5 ない計算式の表示について 

一度に表示可能な桥数(ライン表示時で14析)を超えて計算式の 
入力を巧うと、表示び自動的にスク□-ルし、画面に収まらない 
部分び隠れます。このとを、画面の左端に r ィ」び表示されまず。 
入力した計算式——1111+2222+3333+444 


画面への表示- ^2222+3333+4441 


カーソル 

♦ 「◄」び表示された巧態では、巧)キーを巧してカーソルを移 
動し、表示を左スク□ールすることびでをまず。 


口入力文字数(バイト数)について 

♦ 本機は計算式の入カエ U アとして、目9パイトび醒保されてお 
り、1つの計算式につを99バイトまで入力巧能です。基本的に 
1キー入力(数字や演算テ、関数などの1つの入力）につさ1バ 
イトでず。画司區 Ksirr 1 ) のよラに2つのキー操作によって1つ 
の機能を呼び出すよラな場合は、2キー入力で1バイトとなり 
ます。ただし、自然表示での入力を行ラ関数は、1つの入力で 
数バイトを使用しまず。詳しくは r 自然表示での入力操作」 
(24 ぺージ)を参照してください。 
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♦通苗、入力位置を表す力ーソルは1」（または し」） の点滅に 
よって表示されまずが、89バイト目 iU 降の入力になると、 
力ーソルび r 画」の点滅に変わります。このような場合は、区 
切りの良いところで一度入力を終了し、計算結果を得てくだ 
さし、。 

♦ 得られた計算結果からさらに計算を続ける場合は、画キー 
を利用すると便利です。应]キーについては r アンサー;<モ 
U -( Ans )」(41 ページ)を参照してください。 


■計算式の訂正 

入力中の計算式を訂正する操作について説明します。訂正の操 
作は、挿入モードと上書さモードで異なる場合びあります。 

口 r 挿入モード」と r 上書さモード」について 


入力時に、カーソル位置に文字び追加挿入される状態のことを 
r 挿入モード」、カーソル位置の文字び入力した文字に置き換わ 
る状態を r 上書をモード」と呼びまず。 



元の式 

圧]を押ずと 

挿入 

モード時 

1+2134 

力ーソル- 1 

1+2+134 

上書き 
モード時 

1+234 

力ーソル- 1 

1+2+4 


本機の初期状態では r 挿入モード」で計算式の入力び行われま 
す。必要に応じて r 上書さモード」に切り替えて入力を行ラこと 
ち可能でず。 

♦ 挿入モードでは、入力位置に U 」 び点滅します。上書をモード 
では、文字の入力位置に「—」び点滅します。 

♦ライン表示時は、初期状態では挿入モード、入力中に 
画因画 ( INS ) を押すと上書きモー问こ切り替わりまず。自然 
表示時は常に挿入モード固定で、回因画 ( INS ) は別の勸さと 
なります (26 ぺージの r 関数内への数値の取り込み操作」を参 
照)。 
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□直前の文字を訂正ずるには 

カーソルび入力巧の最後尾にあるとさ、画を巧ずと、直前に入 
力した文字び削除されます。 


Cm ~) 369 X 12 を 369 X 13 と入力してしまつた 

团固图囲の团 369 x 131 


画 369 x 11 


区]おじ I 


口不要な文字を削除ずるには 

角)または®を使って不要な文字の直樓(挿入モード時)または 
不要な文字の下(上書さモード時)に力ーソルを合わせ、画を巧 
しまず。画を1回巧ずごとに、下記のように1艾字び削除されま 
ず。 


(例 ） 369 X 12 を 369 X X 12 と入力してしまつた 
挿入モード時:カーソル位置直前の1文字を削除 

团固图因因の回 3 G お:^じ1 


@@ 日恥 x | じ 


应 I ；3 G 3 x | じ 


上書さモード時:カーソル位置の1文字を削除 

回面图因因の回 

画 


369XX12 


369XX12 


369x12 
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口計算式の途中の誤りを訂正ずるには 

挿入モード時は、角)または®を使って間違った文字の直後に 
力ーソルを合わせ、画を巧して削除した後、入力し直します。上 
書さモード時は、角）または®を使って間違った文字の下に 
カーソルを合わせ、そのまま入力し直します。 

(例） sin (60) を cos (60) と入力してしまつた 
挿入モード時： 

画固四囚 


@度)@画 


画 


上書をモード時： 

画固四田 




画 


ccis(G 日 ）1 

の 


IG 日） 

の 


sinCIG 日） 

囚 


ccis(G 日） 

の 


COSCG0) 

の 


sinCg 日） 

の 


口計算式の途中に文字を挿入するには 

必ず挿入モードで操作を行ってください。角)または®で挿入 
したい箇所にカーソルを合わせ、入力します。 

■エラー位置表示について 

演算黃刊寺（目を巧したとき)に、計算式に数学的な誤り (Math 
ERROR ) や構文上の誤り （Syntax ERROR ) などびあった場合、 
エラ-火ツセ-ジを表おします。このような場合、度)またはを) 
キーを巧すとエラー位置に力ーソルび移動し、計算式を訂正す 
ることびでさまず。 
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( W ) 14■ M 0 X 2-を誤つて14■^0 X 2-と入力した 
(挿入モードで操作するちのとしまず。） 

I line ! 

田团固の因回目 


(B (または角)） 


ここにエラーがある 


@圧] 


因 


♦ エラーメッセージ画面で寒)(または (3)) の代わりに固を巧 
ずと、計算式びク U アされます。 

■ 自然表示での入力操作 

表示お式設定 (15 ぺージ参照)で r 自然表示」を選択ずると、分数 

や一部の関数などを教科書通りの書式で入力•表示することび 

でさます。 

ご注意 

•人わする計算式によつ口ま、計算式び画面の縦ち向にも広び 
りまず。計算式は、縦ち向で2画面分 (31 ドット X 2) の大走さ 
になるまで、入力することびでさます。 

♦ 関数やカッコを使用することで入れ子を作ることびできま 
すび、入れテををく作るとキー入力を受け付けなくなること 
びあります。その場合は計算式を分割し、何回かに分けて計 
算してください。 

口自然表おお式での入力に対応した関数と記号 

次の関数と記号び、自然表示 fT さ式での入力に対応してしほす。 

♦ 「バイト数」欄の数字は、自然表示形式での入力時に使われる 
各キーごとのバイト数を表します。 


14-110x2 




14-10x2 

A 

2.0 


Math ERROR 


CAC] : Cancel 
り ][ り ： Goto 


14-0|x2 
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関数/記号 

入カ キー 

バイト数 

分数(仮分数） 

图 

9 

帯分数 

画^圍(■旨） 

13 

log(a,b) 柳数） 

[叫 .Dl 

6 

10A ぶ(留用対数） 

画因画(10圓） 

4 

がス (自然対数） 

画3画レ1) 

4 

平方根(厂） 

因 

4 

立ち根( 3 %^) 

因 (3 占） 

9 

2柔 

固 

4 

3柔 

图 

4 

-1 乗(逆数） 

因 

5 

べさ柔 

图 

4 

ベさ柔根 

画^固 (■も） 

9 

Abs (絶対値） 

画 

4 

カツコ 

囚および囚 

1 


口自然表をお式による入力例 

♦ L ソ下の操作例は、表示お式設定として r 自然表示」を選択した 
上で、実行してください。 


♦ 自然表示あ式での入力時は、力ーソルび表おされる位置とサ 

イズにを目して、操作を行ってください。 

( mT ) い+直) 2 を入力する 


\ 5 ' 

の Math 

の圧)旧圍 

[ぃ肯 

の Math 

回® 

〔1+1 言 

囚 Math 

回 

い +|| 

の Math 

( E ) 

1：ぃ音1 
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囚回 

因 

♦入力式と結果び縦方向に表示しされない場合、入力式の上部 
び表示されません。この状態で、入力式のスク□ールはでさ 
ません。再度入力した計算式を表示したし竭合は、一度画を 
巧してから ( S ) を巧して < ださい。 

( ME )2 3 + i を入力する 

回固 
固 
<B 
西の 

( MD 1 + V 2+3 を入力する 

田西因 

固 
(B 
西团 



[い1]2| 

〕 Math 



[い1ド 

] Math 

49 

25 


口関数内への数値の取り込み操作 

自然表示での入力時には、数値やカツコで括られた嚴囲内など 
入力済みの計算式の一部を、関数内に取り込むことびできます。 
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( W )1 + (2+3)+4 の カツコ 内を厂に取り込む 



カツコ内の範囲び厂に取り込まれる 


♦ 開きカツコの手前でな <、数字や分数の手前に力ーソルびあ 
る場合は、その数字や分数び取り込み範囲となります。 
♦関数の手前にカーソルびある場合は、その関数全体び取り込 
み範囲となります。 


上記の例と同様の数値の取り込み操作が可能な関数、および取 
り込み前後の状態は、次の通りです。 

取り込み前の状態：川じ +3 )+4 


関数 

入カ キー 

取り込みをのげ 態 

分数 

圍 

い'。; 3) +4 

log ( a , b ) 

[1〇9.〇| 

1+1〇3|〇((2+3))+4 

が X 

丽]岡(だ1) 

l+ei(2+3) +4 

平ち根 

因 

1+北 2+3) +4 


下記の関数ち同様に取り込みが巧能です。 

極)画（1〇1)、回、極]因 （3 占)、極]回（■も)、画 
♦帯分数キー（画回圍（■音））では取り込みは行われません。 
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計算結まの巧巧数表示にごいて 


表示形式設定を自然表示に設定することで、演算結果を尼や孔 
などを含む形式(無理数お式)で表おすることびでさます。 

♦ 計算式の入力後に因を巧すと、計算結果は無理数形式で表 
おされます。 

♦ 計算式の入力後に回回目を巧すと、計算結果は小数で表示さ 
れます。 


ヒント 

♦ 表示あ式設定をライン表示に設定した場合は、曰、回因呂の 
どちらを巧した場合でち、演算結果は常にル数表示となりま 
す(無理数あ式では表示されません)。 

♦几形式(無理数表示のラち、71を含むあ式)での表お菜件は、 
S - D 変換の場合と同様です。詳しくは rS - D 変撰」 （56 ページ） 
を参照して < ださい。 


Cm 1)V2+V8 = 3 V 2 


ImathI 

麻 + 麻 0 

Math ▲ 

① 因回寒)西因面因 

巧 + 应 0 

犯 

Math ▲ 

您 回回の西回面画因 



4.242640687 

佩ミ ) sin (60)-— 



1 MATH 11 Deg 1 

sinCG0 

Math A 

IsinI |6| [〇1 [=1 


区 

( 例 3) 5 が (0.5)二 -^71 



1 MATH 11 Rad 1 

sin-1 (日•日 E 

Math A 

画^圆 (sin-i) 匹) 巳 ] 回因 


知 
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♦ 厂お式(無理数表示のラち、厂を含むお式)で計算結果を表 
おできるのは、次の計算です。 

a. 根号(厂）を持った数値の四則算、.片、 . y 3 、 a--i 

b. 兰角関数計算 


兰角関数の計算結果び必ず厂お式になる入力値の範囲 


角度設定 

入力値 

入力値の範囲 

Deg 

15°単位 

片| く 9X109 

Rad 

^凡ラジアンの倍数 

|JC| く 20几 

Gra 

^グラードの倍数 

|jc|< 10000 


♦ 上記料外の値を入力した場合、計算結果びル数で表示される 
ことびおります。 


■ 厂お式の演算節囲について 

演算結果として表示で走る範囲は、厂の項を含む2項までの結 
果です。また、厂お式の計算結果には 

± a 巧， ± d ± ci 巧，±业±也 

などの表示形式びあり、鲁係数(口，わ，。 d , も,のの対応範囲は、 
次の通りです。 

1皇口く 100,1 くわく 1000,1窒 C く 100 
0查^/く100, 〇查だく 1000,1 ^/<100 


例: 


2巧 x4 = 8 巧 

厂形式 

35巧 X 3= 148.492424 
(= 105巧} 

ル数表示 

150^/2 

公奇- = 8.485281 374 

2 X (3-2 巧） = 6-4 巧 

厂ぉ式 

23 X (5 - 2巧）= 35.32566285 
卜 115-46^^) 

小数表を 
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10巧+ 15 X 3巧=45巧+ 10巧 

厂形式 

15 X (1 0巧 + 3巧）= 290.0743207 
(= 45巧+ 150巧） 

ル数表示 

巧+巧+巧=巧+3巧 

厂ぉ式 

V 2 + V 3 + /6 = 5.59575411 3 

ル数表示 


例題の計算結果びル数表示になる 理由 

• 数値び対応節囲外 
• 計算結果の項び3つ LU 上となる場合 

上記の表で波線び引してある箇所が、該当します。 

• \^お式で表示された計算結果は、分母び共通(通分)になりま 
す。 

哗啤- 。’巧ご、 e ；1^ピは、化/の最ル公倍数 

♦ 計算結果は通分されているため、係数(口'，ピ，ぶ)び、係数(口， 
C, ぶの対応範囲を超えていても、厂形式で表おされる場合 
びあります。 

…巧巧 10店+11店 

例：- !■ -=- 

1110 110 

♦計算の途中で項の数び3つな上になった場合も、結果は小数 
で表示されます。 

例： （1+ 尼 + V ^)(1- 尼-の（二-4-2\^) 

ニー8.898979486 

♦計算式の中に、厂(根号)の項と、分数として表おすることび 
でさない項びある場合、計算結果はル数で表示されます。 

例： log 3+ 尼二1.891334817 
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甚本計算 


(COMP) 


本節では、最も簡単な計算として、四則演算、分数計算 J セン 
卜計算、度分秒計算の操作について説明します。 

本節での計算を行う隙には、計算モード (14 ぺージ養職と 
して COMP モード（陋因圧)）を選択してください。 

■四則演算 

西、0、囲、回キーを使って加減乗除を実行でさます。 


Cm 1) 2.5+1-2 = 1.5 


1 UNE 1 

2.5+1-2 

A 

回 CD 回旧の日回目 

1 ■日 

(MD 7 X 8-4 X 5-36 



1 LINE 1 

7 X 0-4 X 5 

A 

囚因面日团囲回目 

3 G 



♦加減乗除の計算の優先順位は自動的に判別されます。計算の 
優先順位について詳しくは、 r 計算の優先順位」 (89 ページ)を 
参照してくださし、。 

口小数点 1 U 下が数固定と有効衍数指定に ついて 

実行したい計算に応じて、計算結果をル数点政下何析までホめ 
るかを固定したり、有効お数を指定することびでさます。 

CO ド 6 二 

fUNEI _ 

初期設定時 ( Normi ) 0, 1666666667 


ル数点 iU 下3巧固定時 ( Fix 3) 0.167 


有効お数3お指定時 ( Sci 3) 1 

♦詳しくは该おお数設定を切り替えるには」 （16 ぺージ)を参 
照してください。 
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口計算式末尾の閉じカツコの省略について 

計算式の末尾（因の直前)の閉じカツコ 0) は、入力を省略する 
ことびでさまず(ライン表示時のみ有効)。 

C 3 D (2+3) X (4-1) 二1日 


区)回圧)团旺)因 

C 2+3) xC 4-1 

▲ 

のの日田目 

_I 

_ を 


このカツコは入力しなくてちよい 
♦ 閉じカツコび省略可能なのは、因の直前だけでず。計算式の 
途中で閉じカツ コの 入力を忘れた場合は、正しい計算結果が 
得られなくなります。 


■分数計算 

分数計算は、選択されている表示形式 (1 2ぺージ)によって入力 
のしかたと表示び異なります。自然表示の場合は、分数は教科書 
通りの書式で表示されます。ライン表示では、分数を表す記号 
(J) を使って表示されます。 



仮分数 

帯分数 

自が 
表示時 

7 

可 

(置の®国） 

2 告 

(函圖(■音)回®圧!®固） 

ライン 
表示時 

7 j 3 
/ \ 

分子 分母 

{回圈图） 

2 J 1 J 3 

/ I \ 

整数部分 I 分母 

分子 

(回置の国回） 


♦初期設定では、分数は常に仮分数として表示されます。 

♦ 分数計算の結果は、苗に自動的に約分された状態で表おさ 
れます。このため、例えば「2 J 4二」を実行すると、結果は 
「1 J 2」と表示されまず。 
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画圍(■音)田®固3去+1§ 
(5) 固呂 


4 ^ 





(例 3) 4 — 3二(分数表示設定: ab / c ) 

[mathi 

の曰画圈(■音） 

国あ圧]®回呂 


fUNE I 

の曰团圍の圍图因 


♦ 帯分数形式で表現した場合に、整数、分子、分母、区切りマーク 
の合計数が10おを超えた場合、自動的にル数表示となりま 
ず。 

♦分数とル数び混在した計算の場合は、答えはル数でホめ日れ 
ます。 

♦帯分数の各項には、整数の値のみを入力して < ださい。 


4-3 喜 □ 

Math A 

1 

2 



4-3j1j2 

A 

1j2 


口仮分数と帯分数の間で表示を切り替えるには 

計算結果として表示されている仮分数を帯分数に（または帯分 
数を仮分数に)切り誓えることびできます。 

切り誓えを巧うには、画3國■け引を巧しまず。 

口分数と小数の間で表をを切り替えるには 

計算結果として表示されている分数をル数に（またはル数を分 
数に)切り替えることびでさます。 

QD 1.5 二之,—二 1.5 

EHE 圧)曰回因 


画 


画 


♦ル数から分数への切り替え時の表示び仮分数、帯分数のどち 
らになるかは、現在の分数表示設定に従います。 

♦ル数から分数への切り替えで、帯分数形式で表現した場合に 
分数の整数、分子、分母、区切りマークの合計数び10おを超え 
る場合は、分数に切り誓えることはできません。 
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■パーセント計算 

数値の後にパーセント（回因区1(。/。)）キーを入力することで、引 
数を1/100倍した数値として披います。 

二 

ここでの操作はすべて、ライン表示形式で巧います。 



Cm 1 ) 2 % 二 0.02 



囚 ▲ 

2^; 

回画の (％) 因 


0.02 

150 X 20% -30 (150 X -^] 

V 100 ノ 

田回团因回四 

1 日日化0 * 

丽の (％) 因 

30 

(MD 660は880の何％か？ 


固固四固面面函 

GG お日日化 

丽の (％) 因 

7 己 

(M3) 2500に15%加える 


回回四四旧回回函面 

2 日日日 +2 日日日 xlh 

图圧)回@広 ) (％) 因 

2075 

饰 ID 3500の25%引き 


团回四四日团回函面 

3 日日日- 3 日日日 

图图回@広 ) (％) 因 

2625 

(WD 168と98と734の合計の20%引き 

田固面西图面西 

1G0+90+734 

囚团の目 

1000 
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曰画困回匹]國のド/。)呂 


Ans - Ans ：^2 化 

000 

( W 7) 50 Oq の試料に30 Oq を加えると、初めの何％となるか？ 

の回四四旧团函函囚 
固回匹]匹] H 広)ド/。)因 

(1 D 数値び40から46に増えたとさ、何％増えたことになる 
か？また48に増えたとさは？ 

の田固日团函囚固 
狂)匹)画)旺 ] (%)呂 


を)@を)を)画面呂 


(:が-が卜4化 

15 

C 4 日-が卜4化 

20 


巧日日+3日日）巧日日:； 

160 


■度分秒 (60 進数)計算 

度分秒(時分秒)のような60進数の計算や、60進数と10進数の間 
での変換を行ラことびでさます。 

口 60進数の入力について 

入力は、次の要領で行います。 

{度の数値}因{分の数値}回{秒の数値}囚 
CW ) 2ツ0'30"を入力ずる 

I LINE I 

回回固の囚固の回目 


♦度(または分)の単位び0の場合は、必ず面回を入力してく 
ださい。 

例:0°00 '30" を入力ずる場合は匹)回田]囚回匹]回 


2°30°30° 

2030，3 0" 
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口 60進数計算の例 

♦ 次の60進数計算の結果は、60進数で表おされます。 
- 60進数同±の加減算 
-60 進数と10進数の乗除算 

( WT ) 2で0'30"+39'30"二3で0'00" 

I LINE I 

固回固の囚固の囚曲 
fol 回固圓1^固の回 同 


伽の 2°20'00" X 3.5 二が10'00" 

I LINE I 

图因图函因图 
团[□回目 


2口の口 x 3 ■日 

日。10，0" 


2°20°30°+0°39°3t- 
3〇日>日" 


口 60進数と10進数の間で変換ずるには 

計算結果の表示中に回を巧すことで、計算結果を60進数と10進 
数の間で変換することがでさます。 

QD 2.255を60進数に変換する 

I line! 

回 CD 回回回目 


回 


因 


2.255 
2。1日，1日" 
2.255 
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7 ルチステートメントと計算履歴 


■マルチステートメントを使った計算 

マルチステートメントとは、"1+1: 2+2; 3+3" のように、複数 
の計算式を「:」で区切って1巧に記述したものです。曰を巧すご 
とに先頭の計算式から順次結果を得ることがでさます。 

QD 3+3と 3 X 3 をマルチステートメントで計算する 

I LINE I 

固西固麵图(:)团因团 


因 


因 



♦ マルチステート^ントによる計算の途中には、画面のち上に 
Disp シンボルが点なします。 Disp シンボルは、マルチステー 
ト メン 卜末尾の計算式の結果び表おされた時点で消なしま 
す。 


■計算履歴とリプレイ機能の利用 

本機で計算を実行ずるごとに、入力した計算式と計算結果び 
セツトで記録されまず。この記録を r 計算履歴」と呼びます。 

口計算履歴を呼び出ずには 

計算履歴は、®を巧すごとに順次さかのぼって表おすることび 
でさます。計算式と計算結果の両ちび表示されます。 

QD 

rUNEl 圧)圧)圧)因 

回西回目 
团西团目 
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♦ 計算履歴を呼び出すことびできる計算モードは 、 COMP 
(画！圧)）のホです。 

♦計算履歴をさかのぼることびできる場合は、画面ち上に▲シ 
ンボルが表示されます。表示中の計算履歴よりも後に計算履 
歴びある場合は、▼シンボルび表示され、 ® を巧すことで次 
の計算履歴を表おでさます。 

♦ 計算履歴は、画を巧したとを、計算モードを切り誓えたと 
き、表示あ式を切り替えたとき、または鲁種 I 」セツト操作を 
巧つ たとをに、すべてク I 」アされます。 

♦ 計算履歴として記憶でさる数には制限びあります。記憶可能 
な寵囲を超えた計算履歴び作られた場合、 一 まちい計算履歴 
び自動的に削除されます。 

□ リプレイ機首目 

演算結果を表示している状態で画を巧した機に角)またはを) 

を巧すことで、直前に実行した計算式び編集巧能な状態となり 

ます。ただし、ライン表示お式の場合は、直前の演算結果の表示 

中に固を巧さずに角)またはを)を巧してち、直前に実行した計 

算式び編集巧能な状態となります。編集機に回を巧すことで、 

編集縷の計算式による演算び新規実行されます。 

QD 4 X 3+2.5-14.5 

4 X 3-7.1 二4.9(計算式の一部び共通する計算の実行） 

I LINE I 

の因团西回 E ] 回目 


4x3+2. 5 

14 ■日 
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る種メモリーの利用 


本機は、ユーザーによる数値の登録と呼び出しび巧能なェ I 」ア 
として、次のメモ U —を備えています。 


メモリー 

説明 

アンサー 

メモリー 

最新の計算結果を記憶しておく メモ U —です。 

お立 
モ1」一 

檀数の計算結果の加算または減算に便利です。 
画面上では" M " で表されます。 

変数 
メモ1」一 

A ， B , C , D ， X ， Y の6つの文字に対して、個別に 
異なる数値などを登録し、計算に和用ずること 
がでさます。 


本節では、これらのメモリーを利用した計算の操作について説 
明します。 


本節で説明ずる鲁種^モリーは、計算モード （14 ページ）に 
よっては和用に制限びある場合びあります。計算モードに応 
じた鲁種方モリーの利用については、各計算モードの節を参 
照してくださし、。 

本節では、 COMP モード(@圧])を選択した場合で、操作を 
説明します。 


■アンサーメモリー ( Ans ) 

□ Ans の概要 

参 Ans は日や画^曰、晒、画^晒 （ M -) 、励、画^固 ( STO ) 
の鲁キー操作によって演算び実行されるごとに更新され、最 
新の演算結果15析び格納されます。 

♦演算結果びエラーとなった場合は、 Ans は更新されません。 
♦複数の結果を同時に得るよラな計算(座標計算など)の実行 
時は、先に結果表示される側の数値で Ans び更新されます。 
♦ Ans の内容は、画キー操作、計算モード変更操作、電源オフ操 
作後わな持されます。 
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口 Ans を使って連続計算を行ラには 

表示中の計算結果を利用して、連続して計算を実行でさます。 
( mT ) 3 X 4 の計算結果を30で割る 

I line! 

团因の目 


偏けて）因团の因 


回を巧すと Ans び自動的に入力される 

(MD 3 2 +4 2 の計算結果の平ち根をホめる 

I line! 

固回西团回目 


fVi1 因 


ヒント 

♦ 計算結果の表示中に、演算子や関数を入力すると、その演算 
テや関数の引数として Ans び自動的に指定されます。 

♦カツコ付き関数 (19 ぺージ参照)の場合は、上記の® D のよ 
うに関数を単独で入力し曰を巧した場合のみ、自動的に Ans 
び弓 I 数となります。ただし、自然表示設定の場合には、カツ〕 
付き関数の場合であっても自動的に Ans び弓職とならなし'!場 
合があります。 

♦連続計算の操作は、基本的には計算結果を表示した直機のみ 
有効です。画を巧した後で Ans を呼び出したい場合は、画 
キーを使ってくださし、。 


32+が 

_^ 

■TCAns 0 1 

已 


3 x 4 

_ 12 

Ans づ日 0 4 

I 0.4 
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口計算式の特定の位置に Ans を入力するには 

应]キーを使ラと、計算式の特定位置に Ans を入力ずることびで 
さます。 

( WT ) 123+456の計算結果を、次の計算の中で使う 

123+456二579 789-579=210 

T ： _ T" 

I line! 

田回团旧国回固目 


回曲曲日 feii) お 


123+45G 

A 

日の 



709-Ans 

A 

210 


(MD 3 2 +4 2 の計算結果の平方根に5を加える 

I line! 

固回西团固目 


固幽 LD 出回目 


32+が 

_ ^ 

■KAns )+ 日 

10 


■独立メモリー ( M ) 

□独立メモリーの概要 

♦入力した数値や計算式を直接 M に対して加算、または M から 
減算でさます。 

憐値}(または{計算式})陌 （ M に力瞧） 

憐値}(または{計算式})画^陌 ( M -)( M から減算） 

阻、回因脑 （ M -) のキー操作には、演算実行（呂キー操作と 
同等)の働さびあります。計算式を入力してから陌（または 
画司晒 （ M -)) を巧すと、呂を巧した場合と同様に演算び実 
巧され、その結果び M に加算(または M から減算)されます。 
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♦計算結果の表示中に晒(または画因晒 （ M -)) を巧すと、表示 
中の計算結果(アンサーメモリーの内容)び M に加算(または 
M から減算)されます。 

♦ 単独で M を呼び出して、現在格納されている値を確認するこ 
とがでさます。 

画晒 ( M ) 

♦ 計算式の中に M を呼び出して利用ずることがでさます。 

陋1晒 ( M ) 

♦独立^モ I 」一に巧して数値び書さ込まれると、画面ち上に M 
シンボルが点なします。 

10M+ 0 ‘ 

10 


独立メモリーの値び0の時は M シンボルび消なし、それ政外 
の値では点なします。 

♦ 独立メモ U - の内容は、固キー操作、計算モード変更操作、 
電源オフ操作機を保持されます。 


口独立メモリーを使った計算例 

画面に" M " び表示されているときは、ま前に r 独立メモリーをク 
U アするには」に従って独立メモリーを初期化してくださし、。 


QD 


23十9 : 

二32 

凹曲の团陋 

53-6 こ 

二47 

回团日固晒 

-)45 X 2 こ 

二90 

团回困回@画 ( M -) 

99づこ 

二33 

国团固回陋 

洽計） 

22 

画晒 ( M ) 


( M の呼び出し） 


ヒント 


♦独立メモ I 」一は、蜜数メモリー(後述)と同じよラに計算式の 
中で使ラことち巧能でず。 


□独立メモリーをクリアするには 

匹]画因画 ( STO ) 圃と巧します。巧立メモ U -の内容びク U ア 
され、 M シンボルび消なします。 

♦ この操作で〇政がの数値を指定ずることで、その数値を M に代 
入ずることちでをます。 
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■変数 メモリー ( A , B ， C ， D ， X ， Y ) 

数値を格納するための変数メモリーとして 6 つのエ U ア ( A , B ， C ， 
D , X , Y ) び用意されています。各変数メモリーへの登録/呼び 
出し時には、次の鲁キーを利用します。 

A B C D X Y 

回山咖咖の 励 

口変数メモリーの概要 

♦鲁蜜数;モリーに、数値や計算結果を書走込むことがで走ま 
す。 

例：蜜数メモリー A に3+5を書き込む 
回 の 回廊]励 ( STO ) 回 ( A ) 

♦ 鲁変数^モリーを単独で呼び出して、現在格納されている値 
を確認することがでさます。 

例：変数^モリー A を呼び出す 
固回 ( A ) 

♦計算式の中に鲁変数メモ I 」一を呼び出して利用することび 
でさます。 

例： A に B を掛ける 

画)回 ( A ) 因画)回 ( B ) 曰 


♦ 鲁変数メモ U —の内容は、固キー操作、計算モード変更操 
作、電源オフ操作機わ保持されます。 

口変数メモリーを使った計算例 

QD B 、 c に格納した計算結果を使って計算を実行する 

9X6+3^1.425 

I LINE I 

图因固西团 
画画 ( STO ) 回 ( B ) 


固困面函画 ( STO ) 励 ( C ) 


お G+S'^B 

_^ 

日 X み C 0 A 

40 
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B-C 

囚 ▲ 

麵回 ( B ) 固圓極) ( C ) 因 

1.425 



口変数メモリーを個別にクリアずるには 

面画司画 ( STO ) に続けて、ク I 」アしたい変数メモ I 」一のキー 
を巧します。例えば変数メモ U — A をクリアしたい場合は、 
匹]回因固 ( STO ) 回 ( A ) と巧します。 


■メモリー内容を一括してクリアするには 

アンサーメモ U -、 独立メモリー、変数^モリーの全^モ1」一内 
容を、次の操作で一■括してクリアすることびでをます。 

画^ 国 ( CLR ) 回 ( Memory ) 目 ( Yes ) 

♦ クリアを実行しなし、場合は、目を巧ず巧わりに画 CCancel ) 
を巧してくださし、。 
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関数計算 


本節では、本機の内蔵関数について説明しまず。 

本節で説明ずる関数は、 r 留意事項 J としてを記している関数 
を除走、どの計算モード (14 ページ参照)び選択されている 
場合でち基本的に利用巧能です。本節では COMP モード選 
択時で操作を示します。 


口関数計算実行時のごま意 

♦計算の内容によっては演算結果び表示されるまでに時間び 
かかることびあります。 

♦次の計算に移る際は、前の計算結果び表示されるまで待って 
くださし W 演算を中断するには固を巧します)。 

口構文凡例 

本節では、鲁関数の構文を次の要領で記述します。_ 

P 構文の記述はこのよラなグレー地の中に記します。 ] 

♦ 関数を表す文字列は下線を引いて表します。 

♦ 引数として入力可能な文字列を {} で括って表記します。基 
本的に{数値}または{式}のいずれかです。 

♦機値}と{式}の両ちび入力巧能な場合、略していがまたは { m }) 
と表記します。 

♦構文中の {} び （） で括られている場合、 （） の入力び必要であ 
ることを表します。 


■円周率打と自然対数の底だ 

円周率瓜自然対数の底 e を、式に入力して使ラことびできます。 
本機では、それぞれ次の値として計算します。 

几二3.14159265358980 (画因國（打）） 
e 二2.71828182845904 ( 剛同内 （ e )) 
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■兰ち関数と逆兰角関数 

標題の計算には、次の関数を使います。 

sin(, cos し tan(, sin~^(, cos—i し tan~'( 

口構文と入力操作 

s \ n ({ n }) (その他の関数ち同様） 

dD sin 30 二 0.5 、 sirriQ.S 二 30 

[line || Deg] 

励团团の因 


函画 ( sin -1) 匹)曰回の呂 


sinC30) 

A 

0.5 



sin-1 ( 日 • 日 )0 

A 

30 


♦王角関数、逆三角関数の計算時に使われる角度の単位は、本 
機の現在の角度設定によってままります。 

■角度単位変換 

度 ( Deg )、 ラジアン ( Rad )、 グラード ( Gra ) の特定の角度単位で入 
力した数値を、セットアツプの r 角度設定」 （1 5ページ)で現在選 
択されている角度単位に変換することびできます。 

蜜換には画司应 KDRG >) を巧すと表示される次のメニューを 
使いまず。 


主;；。ド 


r ^ n 互ラジアンこ90。、50グラードこ45。 

♦度 （ Deg ) に変換するので、角度設定を Deg にして操作を行つ 
てくださし、 

[LINE 11 Deg] 

広]画極)か)固回の 
画區 )( DRG ^) 回の呂 


C が）ド 


日日 
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信)町丽陶 ( DRG ^) 

日が 回 * 

回 (9) 因 

4已 


■ 双曲線関数と逆双曲線関数 

標題の計算には、次の関数を使います。 

sinh(, cosh (’ tanh し sinh_i(, cosh_i し tanh_i( 

口構文と入力操作 

sinh ル ?り(その他の関数ち同様） 

入力には極)キーを巧すと表示される次のメニューを使います。 



sinh 

2: cosh 

：S 

tanh 

4 ： Sinh-l 

己 

亡 osh-i 

6: tanh-1 


C 例つ sinh 1 二 1.175201194 

I line! 

励圧) ( sinh ) 圧)旺)因 


sinhCn 

1.175201194 


■指数関数と対数関数 

標題の計算には、次の関数を使います。 

10 ■，だ■， log( ， 1 口(， 

口構文と入力操作 


の■か} . レ■も同様） 

log {か}) . logio 帆惟巧対数） 

1〇がいかいけ) . log { m } か}(底か]}の巧数) 

时か}) . loge か}泪然対数） 


(m 1 ) 109216 二 4 、 log16 二 1.204119983 

I line! 

画回画囚(，個固囚目 


log じ， 1 目） 
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画の岛 QJ 目 


IcigC 

囚 A 

1.204119903 




底の指定びない場合は、直10(常用対数)と 
して扱われる 

♦ "log,,, が’の構文による入力は、自然表示お式の選択時に區I 
キーで入力でさます。应 D キーを使った入力時は、底 (m) の入 
力を省略することはでさません。 

[mathi 

® 回あ田固目 


Cm 2) In 90(二 loge 90) こ4.49980967 

I line! 

励团画の因 


CM3) だ1〇三22026.46579 

I LINE I 

画圆 ( e ") 圧)应)因 


■ べ走秉関数とベを乗根関数 

標題の計算には、次の関数を使います。 

が， X3，X-1，XI， 厂し3厂し■厂 ( 


22026.46579 


In 巧日） 

4.499009G7 


1 〇た （ 1G) 


口 構文と入力操作 

{円が . 

. か3, X-1 も同様） 

X ■{，り . 

. い冲 

厂 (か}) . 

. 评ち根） 

3厂({"り . 

. にち根） 

({/7}) . 

. (べき柔根） 
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( WT ) ほが二15625、(尼+1)(尼- 1) 二1、（1+1)2+2二16 

[mathi 

の回固の画因 


[LINE I 

の回回囚旧の囚 
の固回の日の囚目 


のの旧の四凹回西回 
四回 


(m 2 ) (-2) 3二1.587401052 

I line! 

広!回图囚固 
回圍团囚因 


■ 座標変換(直交座標^極座標） 

直交座標と極座標の相互変換を実行ずることびでさます。 

P い，が 


で！ X 

極座標 (Pol) 

座標変換には、次の関数を使います。_ 

Pol(, Rec( 

口構文と入力操作 

極座標への変換 (Po。 

Polf X. Y) 

X:直交座標のX値を指定 
Y; 直交座標の Y 値を指定 



P{x,y) 


直交座標 (Rec) 


口」 3) 

し日の4010日2 


(が 

15 G 25 

CJ ■じ） +1)( J ■じ）- 1) 


Cl+n-C2+2) 

1 G 
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直交座標への変換 (Rec) 


Re か r， 目) 

r . 極座標のパ直を指定 
か極座標のか直を指定 


( mT ) 直交座標(尼， v^) を極座標に 蜜換する 

I LIN 。[ De 。 I 

画旧 ( Pol ) 因回囚 
画回り因回囚囚呂 


PoK パ2)，パの） 

ド 2 

9 = 45 


I MATH 11 Deg I 

画西 ( Pol ) 固回@ 
@回り固回あ囚呂 


Pol (麻，麻） 

「づ，日=4日 


♦結果0は、-180° く 0含1如°の範囲で表示されまず。 

♦ 結果がま、現在の角度設定 (1 5ベージ)に従って Deg、Rad、Gra 
の値に変換され、結果表示されます。 

♦ 計算結果として得られた>-、目の値は、それぞれ蜜数メモリー 
(45 ベージ)の X、Y に格納されます。 

(MD 極座標(2, 30) を直交座標に変換する_ 

匹に茸 J |Rec( ： 2,30 / * 

画曰 ( Rec ) 图画囚 し） X= し 73205080 B 

团のの目卜_1 


♦入力値の0は、現在の角度設定 (15 ページ)によってミ夫まりま 
す。 

♦ 計算結果として得られたX， Y の値は、それぞれ蜜数;<モ1」一 
(45 ベージ)のX, Y に格納されます。 

口留意事項 

♦ 座標変換の関数は、 COMP モード（極圧] ) と STAT モード 
(極固回）のみで利用可能でず。 

♦ 座標変換を単独で実行せず、計算式の中で実行した場合、先 
頭の解 (r 値またはX値)を用いて演算び行われまず。 

例： Pol [巧， 尼) +5-2+5 二7 
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■その他の関数 

ここでは次の関数を使った計算について説明します。 

し Abs {, Ran #, nPr , nCr , Rnd ( 

□階乗り） 

構文：か}丄 
( W ) (5+3)! 

ruNii の回西团の 

画图州因 

♦ {数値}(または面}の計算結菊び、0または正の整数の場合の 
みち効です。 


巧+3)! 

40320 


口絶が値計算 ( Abs ) 

実数の演算時は、単純に絶対値をホめます。 
構文： Abs ルけ) 

C3D Abs (2-7)-5 

[mathi 

画回日囚目 


「line I 

画回日囚囚目 


口 乱数 ( Ran #) 

ル数点 iU 下3巧のル数 (0.000 〜 0.9 目 9) の疑似乱数を発生させる 
関数です。 

構文： Ran # 

C 3 D 1000 Ran # で3おの乱数3つを得る 

I line! 

のののの 
画 固 亡) ( Ran #) 目 


1000 Rantt 

662 


I2-7I 

5 

Abs じ-の0 " 

已 
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因 


因 

♦上記の数値は一例であり、結果は操作ごとに異なります。 

口順列 ( rtP り/組合せ如〇)計算 

順列、組み合わせの計算を巧ラことびでをまず。 

構文：い!} nPr か吨か} nCr { m } 

n , r は整数、かつ〇查 r 看 h く1 X 10 1 ° の場合のみ有効です。 


1000 Rantt 

▲ 

の 



1000 Rantt 

▲ 

165 


QD 10 人の中から 4 人を選んで作る順列および組み合わせ 
は、それぞれ何通りか？ 

I line! 

圧)面)極)图 ( nPr ) 匹)因 


圧]匹]画因か〇)匹]呂 


10 P 4 

5m 

10 C 4 0 " 

210 


口丸め関数 ( Rnd ) 

弓 I 数として指定された数値や式の結果を小数化して、現在の表 
示お数設定 ( Norm / Fix / Sci ) に従って有効巧で四捨五入する 
(丸める）関数です。 

構文： Rnd ル州 

表示巧数設定： Norm 1 または Norm 2 の場合 

仮数部の11お目で四捨五入を行います。 

表示衍数設定： Fix または Sci の場合 

指定が数の1つ下のおで四搶五入を行います。 
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( W ) 200-^7 X 14^400 

I line! 

回四四固回囲の面目 


(ル数点し：!下3お指定） 

画^極^固 ( Fix ) 团 


(内部15おで計算を統ける） 

回のの固囚目 


困口站日 


同じ計算を丸め関数を使って(指定おで)実行すると 


回画凹因回目 


(指定衔での数値丸めを実行） 

[ shIftI 匹] ( Rnd ) 因 


(丸ゆの確認） 

因の团目 


200-7 

28.571 

RndCAns * 
28.571 

Ans>^14 0 f" * 

399.994 


200-7 x 14 

m 

200-7x14 A 
400.000 

200-7 0 F" * 

28.571 

Ans>^14 0 f" * 

400.000 
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表示を換機能 


本節では、数値の表示形式の変換について説明しまず。 

■ Eng 変換と逆 Eng 変換 

計算結果として表示中の数値の指数部を、3の倍数に変換して表 
おすることびできます。 


口 Eng 変換の操作例 

(柄1 ) 1,234を Eng 変換して表おする 



■ S-D 変換 

S - D 蜜換の機能を使うと、ル数を分数や凡のあ式に変換したり、 
その逆に変換することがでさます。 
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口変換が可能なお式について 

S - D 変換では、ル数で表示された計算結果を、次の形式の数値に 
蜜換することび巧能です個瞄こ、次のあ式の数値をル数に変換 
ずる操作が巧能です)。 

分数形式：分数として変換巧能なル数を、分数あ式に蜜撰しま 
す。仮分数、帯分数のどちらで表示を行うかは、変換時 
の分数表お設定に従いまず。 

な形式：几を含む次のお式への数値の変換び巧能でず（自然表 
示時のみ有劾)。 
n 几 （ n は整数） 

子でまたは み爪 (分数表示設定に従います） 

♦分数のなお式への変換では、蜜換でをるち)のはを兰角関数の 
$吉果ゃラジアンで一般的に表現される数値に限られます。 
♦ 計算結果び厂形式で得られた場合に、画にてル数表示に蜜 
換ずることび巧能です。 

しかし、計算結果びル数表示の場合は、厂形式に蜜換ずるこ 
とはでをません。 

口 S - D 変換の例 

♦ 蜜換対象によっては、変撰に時間びかかる場合びありまず。 
巧厂〇分数^ル数 

[mathi 

圍回®固因 


画 


画 


囚 Math A 

5 

6 

5 

6 


0.8333333333 


5 

6 


♦ 画キーを巧すごとに、表示び交互に切り替わります。 
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( MD 几を含む分数ール数 

imath] 

画因因か)困圍回度)回目 


画 

( MD 厂 を含む数ール数 

imath] 

固回@因固固因 


画 


Jixf 


h 


1.256637061 


'巧ぶ 


ぶ 


'巧ぶ 


2.4434の743 
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統計計算 


(STAT) 


本節での計算を巧う際には、計算モード (14 ぺージ参賦と 
して STAT モード（陋因回）を選択して < ださい。 


■統計計算の概要 
口統計計算の操作の流れ 

はじゆに、本機を使った統計計算の大まかな操作の流れを説明 
します。次の操作例を巧ってくださし、。 

1. 陋固图 （ STAT ) 封甲します。 

• 次のよラな STAT タイプ選巧画面び 颗]期表示されます。 



1 -VflR 

2 

A + 巨ド： 

：S 


4 

in K 



1-. 

A ■巨-■■■ド： 

ド 

A ■ド:-■■■巨 

田 



この画面では、統計計算のタイプを選択することびでさま 
す。 

2. ここではの (1- VAR ) を押します。 

• 画面上部に STAT シンボルが点打し、 STAT モードに入った 
ことを示します。 

• 次のよラな STAT エディタ画面び 表おされます。 



この画面では、統計計算実巧の対象となる標本データを入 
力することびでさます。 

3. 標本データを入力しまず。 

• ここでは例として10,11,12と入力します。 

のの目のの目の回目 
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4. 固を巧します。 

• STAT 演算画面び表示されます。 


この画面では、 STAT エディタ画面で入力した標本データ 
に基づく統計計算や、 COMP モードとほぼ同様の各種計算 
を実行することびでをます。 

5. ここからの操作は、実隙の統計計算の例です。 

画固圧] ( STAT ) 封甲します。 

• 次のよラな STAT メニューび表示されます。 


1 

Type 

2: Data 

3 

Edit 

4: Sum 

5 

Var 

6:MinMax 


この画面からコマンドを選択して統計計算を実行したり、 
他の画面に移動することなどびでをます。 

6. 計算例:標本データの平巧値をまめます。 

回 （ Var ) 封甲してください。 

• Var サブメニューが表示されます。 


l:n 2 ：k 
S sxtfn 4sxtfn-i 


7. 回な)を巧します。 

• STAT 演算画面び表示され、平创直をホめるぶコマンドび入 
力されます。 


;1 

0 
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8. 因を巧します。 

• 計算結果(標本データの平巧値)が表示されます。 


ヒント 

• STATE - ドでの統計計算は、 STAT エディタ画面で入力した 
標本データに基づいて行われます。 

統計計算を巧った機でち、随時 STAT エディタ画面を呼び出 
して、標本データの追加、削除、変更などの編集を行ラことび 
でをまず。 

口統計計算のタイプについて 

統計計算のタイプは、 STAT モードに入ると表示される STAT 夕 
イプ選択画面で数字キー（田〜面）を巧して選ぶことびでさま 
ず。 



1-VflR 

2 

A + 巨 ド： 

：S 


4 

in K 



1-. 

A ■ 巨 - ■■■ド： 

ド 

A ■ド:- ■■■巨 

田 



本機では、次のタイプの統計計算の実行び巧能です。 


キー 

選巧画画表示 

統計計算のタイプ 

変数の数 

圧） 

1 -VAR 

一変数統計演算 

一変数( X ) 

回 

A+BX 

一次回帰演算 

二蜜数( X ， Y ) 

回 

_+ CX 2 

二次回帰演算 

团 

In X 

対数回帰演算 

回 

だ AX 

e 指数回帰演算 

固 

A.BAX 

口わ指数回帰演算 

回 

A - X^B 

ベさ乗回掃演算 

面 

1 /X 

逆数回帰演算 


統計計算のタイプを切り曾えるには 

STAT モードの利巧中でも、統計計算のタイプを切り替えること 
がでさます。画固田 （ STAT ) 圧] ( Type ) 封甲ずと STAT タイプ選 
択画面び表示されるので、切り誓えたいタイプに応じたキー 
(圧]〜面）を巧します。 








♦蜜数の数び異なる統計計算タイプに切り替えると、現在登録 
されている標本データがク U アされます。 

STAT タイプ選択画面で田〜图を巧すと、次のよラな画面 
び表示される場合びあります。 


Clear Memory? 

C=] : Ves 

CAC] : Cancel 

標本データをクリアして統計計算タイプを切り替えるには 
呂 （ Yes ) を、切り替えるのをやめるには固 （ Cancel ) を巧 
します。 

♦ 蜜数の数び同じ(二蜜数の)統計計算タイプの間での切り替 
えの場合は、標本データは保持されます。同じ標本データに 
基づいて、異なる回帰演算を実行ずることが巧能です。 

口標本データの入力について 
STAT エディタ画面を表示ずるには 

他の計算モードから STATE — ドに入った場合は、 STAT タイプ 
選択画面で統計計算のタイプを選んだ時点で STAT エディタ画 
面が表示されます。 

すでに STAT モードに入っており、他の画面び表示されている場 
合は、画^圧) （ STAT ) 回 （ Data ) を巧します。 


STAT エディタ画面について 

STAT エディタ圆の1行び、1個 (1 組)の標本データを表します。 
現在選巧されている統計計算タイ プが一変数け 、二蜜数かに応 
じて、 STAT エディタ画面の表示は次のようになります。 



一変数の場合 二変数の場合 


FREQ (頻鼠 列の表示について 

セットアップの r 統計表示設定」 （1 7ページ）は、初期設定では 
OFF になっていまず。これを ON に切り替えると、 STAT エディタ 
画面に FREQ 列び追加されます。 FREQ 列は " FREQ " というラべ 
ル名で表されます。 
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FREQ 列 



一変数の場合 二変数の場合 


♦ FREQ 列には、各行の標本データの頻度(同一標本データの 
データ数)を、数値で入力することびでさます。ある巧の X 列 
(または Y 列)にデータを入力すると、その行の FREQ 列には初 
期値として1び自動的に入力されます。 

標本データを入力するには 

♦入力は、現在カーソルび表示されているセルに対して巧ラこ 
とびできます。カーソルの移動は、カーソルキーを使って行 
し、ます。 



カーソル 


♦ ライン表示選択時の COMP モードでの入力と同じ要領で、数 
値や式の入力を行います。入力中の数値や式は、 STAT エディ 
夕画面下部の r 詳細情報エリア」にち詰めで表示されまず。 



♦ 入力の途中(数値や式び詳細情報エリアにち詰めで表示され 
ている状態)で固を巧すと、入力中の内容びク I 」アされま 
す。 

♦ 入力中の内容を確定ずるには、呂を巧します。確定と同時 
に、選択されていたセルに数値が表示されまず(最大6衍)。計 
算式を入力した場合は、計算結果び数値で入力されます。 
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♦ 二蜜数の場合、ある巧の X 列または Y 列のどちらか片方への入 
力を確定ずると、もう片方には初期値として自動的に0び入 
力されまず。 

入力に関するごま意 


①入力可能な行数(標本データ数)は、現在選択されている統計 
計算タイプと、本機のセットアップの r 統計表お設定」の状態 
によって次のよラに異なりまず。 


統計表' テ' 
統吕十設定 
計算 タイプ 

OFF 

( FREQ 列非表示） 

ON 

( FREQ 列表示） 

一変数 

如行 

40行 

二変数 

40行 

26行 


霞詳細情報エリアへの表示は、萬にライン表示形式となりま 
す。 

⑤ STAT エディタ画面では次の入力操作はできません。 

.阻，丽1 耐 （ M -) キーの操作 
-蜜数メモリーへの数値登録操作 ( STO ) 

標本データの保持に関するごを意 

次の操作を行ラと、 STATE — ドで入力した標本データはすべて 
消えてしまいますので、ご注意ください。 

♦ STATE — ドから他の計算モードに切り誓えた場合 
•セットアップで統計表お設定 ( FREQ 列の表示/非表示設定) 
を切り替えた場合 

口標本 デー タの編集に ついて 

STAT エディタ画面で入力した標本データに対して、次の編集操 
作が巧能です。 

• 選択したセルの内容の上書を 
• 巧の削除 
• 行の挿入 

• をデータの一括削除 


編集時のカーソルの移動について 

編集を巧ラ隙には、編集対象のセルにカーソルを移動します。 
上下ち向への移動には®または®を、ちちち向への移動には 
角! または®を使います。 
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入力済みのセル内のデータを上書をずるには 

入力済みのセルへの上書さ操作は、基本的には標本データの初 
期入力時の操作と同じです。 

1. STAT エディタ画面で、入カミきみ内容を変更したいセルに 
カーソルを移動します。 

2. 上書きしたし锁値(または計算式)を入力し、目封甲します。 
•新たに入力した数値(または計算式)によって、力ーソル位 
置のセルの内容び上書さされます。 

ご ミ ま意 

入力済みのセルに巧する編集操作は、新規入力による上書走操 
作のみび巧能です。すでに入力済みの数値の一部を蜜要するこ 
とはでさません。 

特定の行を削除するには 

現在のカーソル位置の行全体を削除することびで走ます。 

1. STAT エディタ画面で、削除したい巧のいずれかのセルに 
カーソルを移動します。 

2. 画を巧します。 

• カーソル位置の行を体が削除され、削除した行(降の行び 
順次繰り上びります。 

特定の位置に行を挿入するには 

現在の力ーソル位置の手前に、巧を挿入することができます。巧 
の挿入は、次の手順で行います。 

1. STAT エディタ画面で、巧を挿入したい位置の直後の行のいず 
れかのセルに、カーソルを移動します。 

2. 画回圧] ( STAT ) 封甲して STAT メニューを表示し、图 （ Edit ) 
を巧します。 

• Edit サブメニューび表示されます。 


1: Ins 2: Del-fi 


3. 日] ( Ins ) を巧しまず。 

• 行の挿入び実行され、 STAT エディタ画面に戻ります。 
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ご注意 

ずでに入力可能な行数いっぱいまで入力済みの場合は、行の挿 
入は実巧されません。 

すべての標本データを一括削除するには 

STAT エディタ画面に入力したずべての標本データを、次の手順 
で一括して削除することびでをます。 

1. 画固圧] ( STAT ) を巧して STAT メニューを表示し、回 （ Edit ) 
を巧します。 

• Edit サブメニューび表示されます。 

2. 回 （ Del - A ) を巧します。 

• すべての標本データが削除されます。 

ご ミ ま意 

行の挿入と標本データの一括削除の操作は、 STAT エディタ画面 
が表示されている状態でのみ実巧び可能です。 

口 STAT 演算画面について 

STAT 演算画面は、 STAT エディタ画面を使って入力したデータ 
に基づ<鲁種の演算を実行する隙に利用します。 

STAT エディタ画面で画を巧ずと、 STAT 演算画面に切り誓わり 
ます。 


白 


STAT 演算画面を使った統計計算について 

画因圧] ( STAT ) 封甲すと表示される STAT メニューから、現在選 
巧されている統計計算のタイプ制ぺージ)に応じた〕マンドを 
STAT 演算画面に呼び出し、演算を実行することびできます。 
♦入カデータ個数や、選巧した統計計算の種類によっては、統 
計計算に時間びかかることびありまず。 

STAT 演算画面で可能なその他の操作について 

基本的に COMP モード時と同様の、四則演算や関数計算などの 
操作が巧能です。ただし次の機能は無効となります。 
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• 複数の計算履歴の記憶 
• マルチステートメントの入力 

また、セットアップの表示形式設定にかかわらず、萬にライン表 
示形式となります。 

□ STAT メニューについて 

STAT エディタ画面または STAT 演算圆で画^の （ STAT ) を巧 
すと 、 STAT メニューび表示されます。 

STAT メニューの内割ホ、現在選択されている統計計算のタイプ 
(61 ページ)び一変数か、二変数かによって、メニュー項目び異な 
0ます。 



Type 

2:Data 

：S 

Edit 

4: Sum 

b 

7 

Var 

Res 

6:MinMax 


B 

R^9 


良 



1 


■i 


一変数の場合 二変数の場合 


参メニューの表示中に画因丘] ( STAT ) を押すと、メニュー表示 


前の画面に戻ります。 

共通のメニュー項目 


メニュー名 

説明 

圧 ) Type 

STAT タイプ選択画面を表おします。 

回 Data 

STAT エディタ画面を表示します。 

回 Edit 

STAT エディタに巧ずる編集を行うための Edit 
サブメニューを表示しまず。 

(4] Sum 

各種の総和をまめるコマンドを含む Sum サブ 
メニューを表示します。 

回 Var 

平均や標準偏差などをまめるコマンドを含む 
Var サブメニューを表示します。 

固 MinMax 

最大値/最ル值をホめるコマンドを含む 
MinMax サブメニューを表示します。 


参团 Sum , 回 Var , 固 MinMax の各ヴブメニューに含まれるコ 
マン问こついて詳しくは、卜蜜数統計演算」 (68 ページ)およ 
び r 回帰演算(二蜜数統計演算)」 （70 ページ)の該当項目を参 
照してください。 
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二変数時のメニュー項目 


メニュー名 

説明 

回 Reg 

回帰演算を実巧ずる コマン ドを含む Reg サブ 
メニューを表示しまず。 


ご注意 

対数回帰演算、だ指数回帰演算、口わ指数回帰演算、およびべさ乗回 
帰演算の選択時は、標本データの入力数びをくなると、 Reg サブ 
メニューに含まれるコマンドの演算に時間打力力、ります。 

■一変数統計演算 

fsHpf] の (STAT) 圧 ] (Type) 圧 ) (1-VAR) 

口総巧 ( Sum サブメニュ ー) _ 

Is つ • ス y 

耐 圧] ( STAT ) 狂) ( Sum ) 


丘]!:が標本の2柔和をホめます。 

回む標本の總和をホめます。 

口標本数/平均/標準偏差 ( Var サブメニュー） 

画圧) （ STAT ) 回 ( Var ) 3。が！ 


圧]巧 

標本数をまめます。 

回ぶ 

平巧をホめます。 


- Zx 

ぶ 

国ぶ口" 

母標準偏差をホめます。 


ぶ。- Jz 卜;ザ 

[ Uxan -1 

標本標準偏差をまめます。 
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口最大値/最小値 (MinMax サブメニュ ー) 

IsminK SsmaxK 

麻!丘] ( STAT ) 固 ( MinMax ) 


□DminX 標本の最ル値をホめます。 

回 maxX 標本の最大値をホめます。 

口一変数統計演算の例題 

( KD 一蜜数統計演算を選択して次のデータを入力する。 


ぶ 

0 

1 

2 

3 

4 

己 

6 

7 

9 

10 

度数 ( FREQ ) 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

3 

4 

2 

1 


入力したデータに巧して、標本の2柔和と総和をホめる。 

極]廊 D 受团 ( STAT ) 田 ( ON ) 廊0回 ( STAT ) 

圧) (1- VAR ) 

四目の目回目 
团目の目回目面目 
回目国目のの目 


度)を)度)回因度)回因回 
目回目团目团目回呂 


画画圧] ( STAT ) 狂) ( Sum ) 


の(な 2) 呂 


耐 丘] ( STAT ) 狂) ( Sum ) 
固 (な) 目 
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( MD 例 1 で入力したデータの標本数、平巧、母標準偏差をホめ 

[sHiFfl 圧 ) ( STAT ) 回 ( Var ) 

圧 l ( n ) 因 

[sHiFTl 圧 ) ( STAT ) 回 ( Var ) 

回の因 

[sHiFfl 圧 ) ( STAT ) 回 ( Var ) 

固 (xon ) 因 

( MD 例1で入力したデータの最ル値、最大値をまめる。 

[sHiFfl 圧 ] ( STAT ) 回 ( MinMax ) 

圧 ) ( minX ) 因 

[sHiFTl 圧 ] ( STAT ) 固 ( MinMax ) 

回 ( maxX ) 因 


1: minK 

2s maxK 


STAT 

minX 

の 

0 


STAT 

maiX 

の 

10 


l:n 

3: xtfn 

つ •ス 

1 4:x ピ n-i 


ST, 

n 

肝の 

20 


ST, 

X 

打。 

5.1 


SI 

王 tfn 

" 0 

2.754995463 


■回帰演算(こ変数統計演算） 

口一次回帰演算 

画^ 圧] ( STAT ) 圧) ( Type ) 回 ( A + BX ) 
次の理論式による回帰を実行します。 

y = A+BX 
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総和 ( Sum サブ メニュ ー) 


画田 ( STAT ) 狂) ( Sum ) 

丘]乙卢標本の X データの2柔和をまめます。 

回及 C 標本の X データの総和をホめます。 

回を V 2 標本の Y データの2柔和をまめます。 

面を V 標本の Y データの総和をホめます。 

回乙ぴ標本の X データと Y データの 積和をまゆます。 

固乙户標本の X データの3柔和をまめます。 

回む 2 ； y 標本の{ X データの2乗 XY データ}の総和をホめます。 
面乙が標本の X データの4柔和をまめまず。 

標本数/平巧/標準偏差 ( Var ヴブメニュ ー) 

丽 圧) ( STAT ) 回 ( Var ) 

丘]巧 標本数をまめます。 

回ぶ 標本の X データの平巧をホめます。 

- 乙ぶ 
^ = — 

回 xcm 標本の X データの母標準偏差をホめます。 



团 ぶ(扣-1 標本の X データの標本標準偏差をホめます。 

乂 —打-1— 

回夕 標本の Y データの平巧をホめます。 

夕=尊 

固 ; vcm 標本の Y データの母標準偏差をホめます。 

VGn = 
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回; V の i -1 標本の Y データの標本標準偏差をホめまず。 
yOn -1 =_ ZL 

最大値/最 d パ直 (M i n Max サブメニュ ー） 

[shIft] 田 ( STAT ) 固 ( MinMax ) 

□DminX 標本の X データの最小値をホめます。 

回 maxX 標本の X データの最大値をホめます。 

回 minY 標本の Y データの最小値をホめます。 

团 maxY 標本の Y データの最大値をホめます。 

回帰演算 ( Reg サブメニュー） 

丽 圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 

田 A 回帰係数の定数項 A をまめまず。 

A- み - B . 乙ぶ 

— n 

回 B 回帰係数 B をホめます。 

_ M ぷがームス.み 

化玄ぶ2-住ぶ)2 

回 r 相関係数 r をホめます。 

_ n-'Lxy - 2 ^x-Ly 

V {丹么ぶ2_ (乙ぶ) 么(乙が 2} 

面ぶ X 推定値をホめます。 

ぶ-心 

B 

回夕 ： y 推定値をホめます。 

夕 = A + Bx 
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困画の (STAT) 回 (Reg) 


度 )® 丘]呂 


OD 


X 

:V 

1.0 

1.0 

1.2 

1.1 

1.5 

1.2 

1.6 

1.3 

1.9 

1.4 

2.1 

1.5 

2.4 

1.6 

2.5 

1.7 

2.7 

1.8 

3.0 

2.0 


左記データを一次回帰して回帰式およ 
びネ目関係数をまめる。 

また、回帰式よりぶ二2および； y 二-3のと 
さの j ) かの推定値)、ぶ(ぶの推定値)をそれ 
ぞれ推定する。 


fsHiFT] B 度 ) 团 (STAT) 回 (OFF 
極面回 (STAT, 


1-VflR 2 
_+ 亡が 4 
£叩 - 
A - K . 


'、B 言 


な E 目 


回 (A+BX) 圧]呂 




因因因因因 
回の面垣固 

冒冒 

田ののの 
因因因因 
田团回ご 

冒冒 

田ののの 


因因因因因 
回图の巨固 

冒冒 

田の回回 
因因因因 
回固の屋 

冒冒 

田の回区 
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の ( A ) 呂 


丽 圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回 ( B ) 因 


丽 の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
团 (0 因 


y =— 3のとさぶは？ 

回固函の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
のの因 


ス=2のとさがま？ 

图画^ 圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回(約因 


0.5043587805 


0.4802217183 


0.9952824846 


-3 去 


-7.297376705 


お 


1.464802217 


ロニ; 夕回帰演算_ 

因 圧) ( STAT ) 圧] ( Type ) 回 (_+ CX ^) 

次の理論式による回帰を実行します。 

y=A + BX+CX^ 

♦総和 ( Sum サブメニュー)、標本数/平巧/標準偏差 ( Var サブ 
メニュー)、最大値/最ル値 ( MinMax サブメニュ ー） について 
は、 r 一次回帰演算」 （70 ページ)と同様でず。 


回帰演算 (Reg サブ メニュ ー） 


丽 の ( STAT ) 回 ( Reg ) 



の A 回帰係数の定数項 A を求めます。 


A = 


み 


膊- 


C (が 

\ n ) 
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回 B 回帰係数の一次係数 B をホめます。 

S ぶ； V.S ぶ 2 ぶ 2 — S ぶ 2 い Sx ぶ2 

Sxx-Sx^x^- (Sxs ： 2)2 

回 c 回帰係数の二次係数 c をまめまず。 

S ぶ 2 y.Sxx - S ; cy.S の:2 
Sxx.S が _ (SxxY 

ただし、 

Sxx = 化 

娜= S が-似.み) 

みぶ2 = S 八些些2 

み 2 ぶ 2 = 1: パ - 巧ぶ 2 ) 

面ぶ1 X1 巧定値をまめます。 



回お X2 推定値を求めます。 



2C 


固夕 y 推定値をホめます。 

y = A + Bx + Cx^ 
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QD 73 ページ(一次回帰演算の例題)で入力したデータを二次 
回帰して、回帰式をまめる。 


また、回帰式よりぶ二 2 および； V 二 3 のとをの J かの推定 
値)、ぶ1 ( X 1 の推定値)、抱(ぶ2の推定値)をそれぞれ推定ず 
る。 

画函圧 ) (STAT) 回 (Reg) 


の (A ) 呂 


丽 の (STAT) 回 (Reg) 
回 (B ) 因 


丽 の (STAT) 回 (Reg) 
固に)因 

: y 二3のとさもは？ 

固画 ^ の (STAT) 回 (Reg) 
匹 ](ぶ 1 ) 因 

: y 二3のと舌ぶ2は？ 

固画の (STAT) 回 (Reg) 
回怜)目 

のとさ夕は？ 

图画 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
固(約因 



口对数回帰演算 


画の (STAT) 圧 ! (Type) 团 (In X) 


次の理論式による回帰を実行します。 

y = A + ぶ nX 
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♦ ずべてのサブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算 (70 
ページ)と同様です。 

演算式は次の通りです。 

み - B-Slio: 

A= -- 

n 

B n.S(lnx か一 ぶ - み V 

丹ぶ In: が - のが 2 
_ n . 乙 (In ぶか - 'Llnx -Xy 

V {丹么 ( lnx )2 - ( Xlr 化) 2} {打么 y _ (心が 2} 
y-A 

ぶ=だ B 

V = A + B\nx 


左記データを対数回帰して回帰式および相 
関係数をまめる。 

また、回帰式よりぶ二80および; y 二73のとき 
の》かの推定値)、ぶ(ぶの推定値)をそれぞれ 
推定する。 


OD 


义 

y 

29 

1.6 

50 

23.5 

74 

38.0 

103 

46.4 

118 

48.9 


( pflf ^( T ) 团 ( STAT ) 回 ( 0 FF ) fi 5 iiil 回 ( STAT ) 狂 ) (In X ) 


回国日回の目回扭日 
のの团目の田国目 


度)あの曰固因 
回团 CD 回目 
团面目の面 E ] 团目 
の面 CD 图目 

画函圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
圧) ( A ) 因 


丽 の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回 ( B ) 因 





-111.1283976 


巨 

34.0201475 
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丽 の (STAT) 回 (Reg) 
团 (0 因 


ぶ二80のとさ夕は？ 

面匹 ] 画の (STAT) 回 (Reg) 
回巧)因 


y =73 のとさぶは？ 

回固画 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
狂) ( ぶ ) 呂 


STAT 田 

广 

0.99401394GG 

STAT 田 

日 0 さ 

37.94879482 

STAT 田 

73S 

224.1541313 


口 e 指数回帰演算 

因 圧 ] (STAT) 圧 ) (Type) 回 (e^X) 

次の理論式による回帰を実行します。 

y 二 A 严 


♦ ずべてのサブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算 (70 
ページ)と同様です。 

演算式は次の通りです。 

A = exp( SlW-B'。 ) 

巧.む1が -■Lx ぷ Iny 
打ぶぶ2 -(乙が 

_ 巧.む1が-公.乙 Iny 

V{n.!L ぶ 2- (Lx)z} { 巧 . IXlnyf - (Slny)^} 

, Iny - InA 

ス _ ^ B ^ 

夕=^6な^ 


QD 


义 

y 

6.9 

21.4 

12.9 

15.7 

19.8 

12.1 

26.7 

8.5 

35.1 

5.2 


左記データを e 指数◎帰して回帰式および 
相関係数をホめる。 

また、回帰式より X 二16および； V 二20のとき 
の夕かの推定値)、か X の推を値)をそれぞれ 
巧定する。 
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画 ^ 嘘 ) 度)团 (STAT) 回 (OFF)(^ 图 (STAT) 回 (c^x) 

固 [ D 图目の回 □ 图目 
の图 CD 面目 
回凹 CD 回目 
团回 CD 田目 
度)@回圧)曰狂)因 
田回 CD 回目 
田回 CD 田目国 E ] 回目 
回 E ] 回目 


困國の (STAT) 回 (Reg) 
圧 ) (A ) 因 


丽 の (STAT) 回 (Reg) 
回脚因 


丽 の (STAT) 回 (Reg) 

团 (0 因 


ぶ=16のとさ夕は？ 

圧 ] 固極 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
回(約因 


y =20 のとさぶは？ 

图匹 ] 画の (STAT) 回 (Reg) 

狂)(ぶ)呂 


•I EE.n 

lyu 


I B.5 


30.49758743 


-0.04920370831 


-0.997247352 


1 が 


13 •の日15733 


8.574868047 


□ a わ指数回帰演算 

fsHinl 圧] ( STAT ) 圧) ( Type ) 固 ( A * B ^ X ) 

次の理論式による回帰を実行します。 

y 二 A が 

♦ ずべてのサブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算 (70 
ページ)と同様です。 
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演算式は次の通りです。 

A = exp ド岭 - お办 ) 

2.2x1 が一む-艺 Iny、 


B = expl 




_ n .Lxlny _ Ijc ぷ Iny 

み n-"Lx と - (^)2} { 巧と (lny)2_ (Xiny)。} 
* _ Iny - InA 
inB 

5 ) = A が 


左記データを口ら指数回帰して回帰式およ 
び相関係数をまめる。 

また、回帰式より X 二15および y 二1.02の 
ときのでかの推定値)、ぶ(ぶの推定値)をそれ 
ぞれ推定する。 

画 ^ 極 !) 度 ) 固 (STAT) 回 (OF 。 廊 0 图 (STAT) 固 (A«B^X) 


QD 


义 

: y 

-1 

0.24 

3 

4 

5 

16.2 

10 

513 


回山日曲目回お 
の面目 


@ お L2JLiJ 回田日 LU 日 
の固 E ] 回目回の团呂 


困画圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
圧 ) (A ) 因 


丽 の (STAT) 回 (Reg) 
回 (B ) 因 


iJj 

の 

r^i 


STAT 

i 

liil 


STAT 田 

A 

0.40006664 

STAT 田 

E 

2.007499344 
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丽 圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
团 (0 因 


ぶ=15のとさ夕は？ 

圧]回画^圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回巧)因 


1.02 のとさぶは？ 

田曰匹]图@圧) ( STAT ) 
回 ( Reg ) のが)目 


STAT 田 

广 

0.9999873552 

STAT 田 

1日； 

1 G 944. 22002 

STAT 田 

1.02S 

1.055357065 


ロベを乗回帰演算 

「 (shift) 山 ( STAT ) (jj ( Type ) 凹 ( A * X ^ B ) 


次の理論式による回掃を実行します。 

y 二 A が 

♦ ずべてのサブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算 (70 
ページ)と同様です。 

演算式は次の通りです。 

'liny - B ぶ lax 
n 

n •艺 Inxlny - Ulrvc •ム iny 
丹ぶ lnx)2 - (Zlnx)^ 

ド _ 丹•玄 liu:ln；y _ Slnx •乙 Iny 

イ巧ぶ (lnx)2 - (2^111X)2} {灯ぷ (111 が 2- (Xln が 2j 

In y -In 4 



夕 = Ax^ 

QD 

左記データをベを乗回帰して回帰式および 
相関係数をホめる。 

また、回帰式よりぶ二40および； y 二1000の 
ときのでかの推定値)、ぶ(ぶの推定値)をそれ 
ぞれ推定する。 


义 

y 

28 

2410 

30 

3033 

33 

3895 

3己 

4491 

38 

5717 
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次の理論式による回帰を実行します。 

ッー+晏 

♦ ずべてのサブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算 (70 
ページ)と同様です。 


困國圧) ( STAT ) 回 ( Reg ) 
圧) ( A ) 因 


丽 の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回脚因 


丽 の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
团 (0 因 

X 二40のとさがま？ 

匹]匹]画の ( STAT ) 回 ( Reg ) 
回(約因 

: y 二1000のとさぶは？ 

圧]匹]匹]匹]画圧) ( STAT ) 
回 ( Reg ) の の 目 


口逆数回帰演算 


丽 ( pil 度)国 ( STAT ) 回 ( OF 。( pi ) 回 ( STAT ) 回 ( A * X ^ B ) 


回曲日团の目凶凶お 
团回目团面目 



fsHiFfl 圧! ( STAT ) 圧! ( Type ) 面 (1/ X ) 



回因因因因 
四团回已回 
囚团图因田 
田の面因囚 
回团团因回 
み 
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演算式は次の通りです。 

A_ Sy-B-S で 1 

n 

B =^ 

dxx 

-- 卢 

4Sxx-Syy 

&〇:=艺(巧-写^ 

みッ=み2-^^ 

か y = 2(x-i か-を 



左記データをを数回帰して回帰式およびネ目 
関係数をまゆる。 

また、回帰式よりぶ二 3.5 および; y 二15のと 
さの j) かの推定値)、ぶ(Xの推定値)をそれぞ 
れ推定ずる。 

画 @ 度)团 ( STAT ) 回 ( OFF )@ 图 ( STAT ) 面 (1/ X ) 

の CD の目回日の目 
回 CD 图目の目 
の CD 图目 

度)@圧)面曰团因 
图 CD 回目凹 E ] 国目 
の□国目团□の目 



QD 


义 

y 

1.1 

18.3 

2.1 

9.7 

2.9 

6.8 

4.0 

4.9 

4.9 

4.1 
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困画の (STAT) 回 (Reg) 
圧 ) (A ) 因 


丽 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
回 (B ) 因 


丽 の (STAT) 回 (Reg) 
团 (0 因 

X 二3. 5 のとさがホ？ 

固曰回画の (STAT) 
回 (Reg ) 回 (約 目 

:V’ 二15のとさぶは？ 

圧 ] 回画 ^ 圧 ) (STAT) 回 (Reg) 
の の 因 
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関数式か 6 の数値テーブル生ぶ 


本節での計算を行う際には、計算モード (14 ぺージ参職と 
して TAB にモード回）を選巧してください。 


■ 数値テーブル生成の概要(操作の流れ） 

ここでは、次の関数式と、； C の開始値/終了値/ステップ値指定 
に基づく数値テーブルを生成ずる場合で、操作手順を例示しま 
ず。 


関数式 

:か)=が+手 
:1 

開始値 

終了値 
ステップ値 

: 5 

:1 


♦ 次の操作手順は、セットアップの表おお式設定 (15 ぺージ)び 
「ライン表示」の場合で説明します。 

1. 陋固回 （ TABLE ) を巧しまず。 

• 次のよラな関数式エディタ画面び初期表示されます。 


じけ)=1 一 _ I 

この画面では、数値テープル生成の元となる関数式を入力 
します。 


2.関数式を入力します。 

• 次のよラに入力します。 

画)囚が)固のの图回 

f(X)=X2+lj2l 


• 85 * 








3. 関数式を確定するには、因を巧します。 

• 開始値の指定画面び表示されまず。 

現在指定されている開始値 
(初期値： 1) び表おされる 

• 現在指定されている開始値と今回指定したい開始値び異な 
る場合は、開始値田を入力します。 

4. 関始値を確定ずるには、因を巧します。 

• 終了値の指定画面び表示されます。 

現在指定されている終了値 
(初期値: 5) び表おされる 

• 開始値の場合と同様、必要に応じて数値を入力します。 

己.終了値を確定ずるには、因を巧します。 

• ステップ値の指定画面び表示されます。 

現在指定されてし、るステップ値 
(初期値： 1) び表おされる 

• 開始値の場合と同様、必要に応じて数値を入力します。 

6. ステップ値を確定するには、因を押します。 

• 入力した関数式と指定した開始値/終了値/ステップ値に 
基づく数値テーでレび、 数値テースレ画面に 表示されまず。 



• 数値テースレ！画で画を巧すと、関数式エディタ画面に戻 
ります。 
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■ 関数式の登録と c 値の指定について 
口登録び可能な関数式について 

TABLE モードの関数式エディタ画面では、基本的に COMP モー 
ド時と同様に、 数値や演算子、関数、定数、変数などの入力操作び 
巧能です。ただし、次の制限びあります。 

♦ 蜜数メモ U — X を除く各変数^モ U — ( A ， B ， C , D ， Y ) および 
巧立^モ U -( M ) は、すべて数値(メモリー内に現在格納され 
ている数値)として破われます。 

♦ 関数式における変数としては、変数メモ I 」一 X のみび使用巧 
能です。他の変数^モ U —および独立メモ U —は、関数式に 
おける蜜数としては使用でさません。 

♦ 座標変換 ( Pol , Rec ) の関数は入力できません。 

♦ 次の機能は利用でさません。 

• 1」プレイ機能 

• マルチステートメントの入力 
•应 )， 画^ 脑 （ M -) キーの操作 
• 変数^モ U —への数値登録操作 ( STO ) 

□ jd 直の指定について 

数値テーブルを作成する隙に使われる j 値の開始値 (S ねけ)、 終了 
値 ( End )、 およびステップ値 ( step ) を指定することびできます。 
それぞれの数値の指定は、関数式エディタ画面で 呂 を巧すと順 
次表示される入力画面を使って巧います。 

♦ 入力は、常にライン表示お式で巧います。 

• 開始値、終了値、およびステツプ値として、数値や計算式(結果 
び数値となるよラな計算式)を入力することび巧能です。 

♦ 開始値よりち/」\さい終了値を指定した場合はエラーとなり、 
数値テーブルは生成されません。 

♦ 指定可能な J の値(開始値/終了値/ステップ値)は、結果と 
して作成される数値テーでレにおける; d 直び30個な巧となる 
ような値です。直び30個を超えるような条件を指定して数 
値 テーブルの 作成を実巧すると、 エラーと なります。 

♦ 入力した関数式、および; C 値の指定条件などにより、数値テー 
ブルの作成に時間びかかる場合びあります。 

♦数値テープルを作成する際に、変数メモ I 」一 X の値は書を換 
えられてしまいますので、ご注意ください。 
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口登録した関数式と： d 直の保持について 

TAB 1_ E モードで登録した関数式と d 直欄始値/終了値/ステッ 

プ値)び保持/ク I 」アされる条件は、次の通りです。 

♦ TABLE モードから出た場合は、関数式と； d 直はすべてクリア 
されまず。 TA 目！ _ E モードで陋因回 （ TABLE ) を巧して 、 TABLE 
モードに入り直した場合も、すべてク U アされます。 

♦ TABLE モードで本機の電源を切った場合は、再度電源を入れ 
ると関数式エディタ画面び表示されます。このとさ、電源を 
切る前に登録されていた関数式は、消まされます。; di はな持 
されています。 

♦ TAB にモー ドでセットアップの表示あ式設定（自然表示形式 
またはライン表示形式の設定)を変更すると、登録されてし、 
た関数式はク U アされます。 


■数値テーブル画面について 

数値テーブル画面には、指定した開始値/終了値/ステップ値 
から計算されむ値と、そのて値を登録した関数式/ U ) に代入し 
て得られた/00値の一覧び表示されます。 



♦数値テーブル画面では、鲁要素の数値を表おすることびで走 
るだけです。編集を巧ラことはでさません。 

♦数値テーブル画面で固を巧ずと、関数式エディタ画面に戻 
0ます。 
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技術情幸巨 


本節では、本機の計算機としての性能や精度、エラーが発生した 
場合の考えられる原因と対処ちまについて説明します。 

■計算の優先順位 

本機では、入力した式が次の優先順位に従って計算び実行され 
ます。 

♦ 基本的に左からちへと計算び実行されます。 

♦カッコび使巧された場合、カッコ内の計算が最優先されま 
す。 

♦個別の演算命令ごとの優先順位は、次の通りです。 


順位 

演算命をの種類 

該当記号と解説 

① 

カツコ付を関数 

Pol{, Rec{ 

sin(, cos し tan し sin_i(, cos—， し 
tan-i(, sinh{, cosh{, tanh(, 
smh-i(, cosh-i(, tanh~^( 
log (， In (，がい QA (，厂 (, 3厂（ 
Abs ( 

Rnd ( 

② 

渡置関数、ベさ乗、 
べき乗根 
パーセント 

けぶ!，。，，，，。/， 9, ぺ， 

X い 

% 

③ 

分数 

。ゎか 

感 

前置記号 

卜)馆符号） 

⑥ 

統計の推定値計算 

も； y , ぶ，ぶ2 

⑥ 

順列、組合せ 

nPr , nCr 

© 

乗除算 
乗算省略 

X, 

n , e , 変数メモリーの直前の乗 
算省略 (271, 5 A , が\など)、カツ 
コ付さ関数直前の乗算省略 
(例:2厂(3)， Asin (30) など） 

霞 

加減算 

+， - 
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ヒント 

♦負数を使った計算では、負数にカツコを付ける必要びある場 
合びあります。例えば r -2 の2現を計算したし、場合は、質後置 
関数 X 2 の優先順巧び瘦前置記号である負符号 (-) よりち優先 
順位び高いため、"(-2) 2 "と入力することが必要です。 

回回固曰 -22^-4 

区!回回囚固曰 （-2)2 二4 

♦乗除算と乗算省略は同じ優先順位③なので、計算式は、左か 
ら順に計算されます。このため、カツコを付けることで計算 
結果び蜜わりまず。 

圧]回回画^晒佩曰 1^2几二1.570796327 

圧]固の回画^國佩四曰 1气2几)二0.1591549431 


■ スタック数の制限について 

本機には優先順位の低し)計算数値や計算命令爛数など)を一時 
的に記憶する r スタック」と呼ばれるメモリーびあります。数値 
用のスタックは10段、命令用のスタックは24段まで使用でき 
ます。数値用、命令用のスタックは、それぞれ次のよラに数えま 
ず。 


itiiiuitiu 

圧!图图团固图因 


数値用スタック 


① 

2 

② 

3 

感 

4 


5 

⑤ 

4 




命を用スタック 


の 

X 

回 

( 

回 

( 

の 

+ 

固 

X 

固 

( 

囚 

+ 




スタツク数を超えて計算式を入力し、計算を実行しようとする 
と、スタックエラー (Stack ERROR ) となり、計算結果を得るこ 
とはでさません。 
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■演算範囲•演算巧数•精度について 


実行する計算に応じて、本機の演算範囲、内部演算お数、精度は 
次の通りです。 

演算範囲と精度 


演算節囲 

±1X1 〇~99〜± 日.9999999目目 X1 CF および 0 

内部演算お数 

15 析 

精度 

原則として 1 回の計算につき 10 お目の誤差 
び ±1 となります。指数で表示する場合には 
誤差は表示されている仮数表おの最下位巧 
において ±1 となります。連続して計算を 
巧った場合は、この誤差び累積されます。 


関数計算時の入力轟囲と精度 


関数 

入力節囲 

sin 义 

DEG 

〇宣 内 <9x109 

RAD 

〇宣 |句 <157079632.7 

GRA 

〇宣 片| <1X101° 

cos 义 

DEG 

〇宣 片| <9X109 

RAD 

〇宣 片| <157079632.7 

GRA 

〇宣 片| <1X10'° 

tan X 

DEG 

sin ぶと同様、ただし、 W = (2 打- 1)x90 を除 
< 

RAD 

sin J と同様、ただし、 帕 = ( Sn -^ XTT 。 を 
除< 

GRA 

sin ぶと同様、ただし、= (2 打- 1)x100 を 
除< 

sin - i 义 

〇宣 W 宣 1 

COS—iJ 

tan-ij 

0^ |x| ^9.999999999x10^9 

sinh X 

〇宣 W ^230.2585092 

cosh X 
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関数 

入力範囲 

sinh—ij 

〇宣 w 宣 4.99 日目 99999x10" 

cosh - i 义 

1 宣 JC 皇 4.99999 日 999x10" 

tanh ぶ 

〇宣 W ^9.999999999x1 0^^ 

tanh — i 义 

〇宣 W ^9.999999999x10-' 

log ぶ/ In ぶ 

0 く ； C 皇 9.99999 日 999x10" 

1〇1 

-9.999999999x1 CP 宣 j 呈 99.9999 日 999 

だ 1 

-9.999999999x1 CP 呈 j 呈 230.2585092 

も 

〇宣ス<1 X 10100 

が 

|x< 1x 1050 

1な 

1 ぶ |< 1 X 10 ™： JC # 0 

。お 

|句< 1X 10 im 

ぶ！ 

〇宣 JC 宣 69 ( ぶ：整数） 

nPr 

〇宣 n <1 X 1〇1〇, 〇皇 r 皇な（化 r :整数） 

1 宣か!/ (n-r)!} く 1x101™ 

nCr 

〇皇 n <1 X 1〇1〇, 〇呈 r 皇な（化 r :整数） 

1宣円か！ く 1X1 0™ または1宣 n!/ ( 打 - り！ く1 X 1 0,00 

Pol ( も； y) 

H ， |y| ^9.999999999x1 0^^ 

、，石灰宣 9.999999999X1 〇 99 

Rec(r,0) 

0 宣 r 宣 9.9999 日 9999 X 1099 

目： sim : と同じ 


I なしわ, C く 1 X 10 1™ 

〇皇わ, C 

切 < 1 X 1〇1。。 

60 進数表示は 0 。 0'0 "宣内宣 9999999 。 59'5 日" 

A 州 

j > 0: -1 X 1 〇 1 〇〇 < ) ， 1 〇がく 100 

ぶ= 0 :y >0 

x <0 :y = n , 。巧, ( m , n : 整数） 

ソ 2/1+1 

ただし、 -1 X 10™<3 ； log|x| < 100 
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関数 

入力節囲 


y >0: x ^0,-1 X 1〇1™ く 1 な logy く 100 
y =0: x >0 

y <0:ス= 2 n +1 , ■^リ心 (m 丰0; m , fi :整数) 
ただし、 -1 X 1〇1〇〇< 1 な loglyl < 100 

a ゎ Ic 

整数•分子•分母の合計び 10 巧政内(ただし、区 
切りマークを含む） 


♦演算は、基本的には「演算寵囲と精凰でおした精度で行われ 
ます。 

# A が), 1 が ^ y /~, x \, nPr , 打ななど内部で連続演算を巧うタイ 
プの関数では、内部での1回の計算ごとに発生した誤差が累 
積されることがありまず。 

♦ 関数の特異点や蜜な点の近傍で、誤差び累積されて大をくな 
ることびあります。 

■ エラーメッセージについて 

本機の限界を超える演算を実行しよラとしたり、不適切な入力 
を行ったりすると、エラーメッセージが表示されます。エラーの 
発生原因に応じて、" Math ERROR " や‘‘ Stack ERROR " など数種 
類のエラーメッセージがあります。 


Math ERROR 


が引";目非 Sel 


エラーメッセージ例 


ロエラーメッセージへの対処 

どのエラーメッセージが表示された場合でち、基本的に同じち 
法で対処でをます。次のキー操作び有効です。 

♦ 角) または®を巧ずとエラーメッセージび表示される前に 
入力した計算式の編集状態に戻ります。このとさ、力ーソル 
びエラー位置に移動します (23 ページ r エラー位置表示につ 
し、て」を参照、)。 
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♦固を巧ずと、エラーメッセージび表示される前に入力した 
計算式をクリアします。計算式をはじめから入力し直す場合 
は、この操作を行ってくださし、。にラーが発生した計算式は、 
計算履歴には残りませんので、ご注意ください。） 

ロエラーメッセージー覧 

ここでは、状況に応じて表示される個別のエラーメッセージの 
意昧と、対処ちまを示します。対処に際し口ま、はじめにェラー 
メ ッセージ画面で 角) または ( g ) を押して < ださい。 


メッセージ ： Math ERROR 


エラー內容 

対処 

• 計算の途中経過または結果 
び演算節囲を超えている。 

• 入力巧能な数値寵囲を超え 
た入力を巧った（特に関数 
の使用時に注意び必要)。 
•数学的な誤り （0 による除算 
など)び行われた。 

•入力した数値を確認し、巧 
数を減らして計算し直す。 

•独立メモリーや蜜数メモ 
リーを関数の引数として 
使っている場合、^モリー 
内の数値びその関数で使用 
可能な範囲巧かを確認ず 
る。 


♦ 入力可能な数値寵囲については、 r 演算範囲-演算衍数•精度に 
ついて」（目1ページ）を参照してください。 


メッセージ ： stack ERROR 


エラー內容 

巧化 

•数値用スタック、命令用ス 
タックを超える計算式が実 
巧された。 

•計算式を簡略化して、使用 
可能なスタックの寵囲内に 
納める。 

• 計算式を2つ(上に分けて、 
使用可能なスタックの範囲 
内に納める。 


♦使用可能なスタックの節囲については r スタック数の制限に 
ついて」（日〇ページ）を参照してください。 
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メッセージ： Syntax ERROR 


エラー内容 

巧化 

•計算式の書式に誤りがあ 
る。 

•書式の誤りを確認し、計算 
式を訂正する。 


メッセージ： Insufficient MEM 


エラー内容 

対処 

• 計算を実行するための演算 
メモ1」一び不足している 
( TABLE モードで発生する 
ことびあります)。 

• テーブル計算における開始 
値/終了値/ステップ値を 
調整して、計算の実行節囲 
を狭くする訂正を巧い、再 
度実行してみる。 


■故障かなと思ラ前に… 

ちし計算中にエラーが発生したり、計算結果がおかしい場合、下 
記の操作を順葡こお試しください。操作を行う前に、大切なデー 
夕はま前にノートなどに書さ写してくださし、。 

①計算式び間違っていなしめ、確かめる。 

霞計算を巧ラのに必要な正しい計算モードを選択する。 

③ 上記の操作を行っても正萬に操作できない場合は画キーを 
巧してください。画キーを巧ずと、計算機の状態び正萬であ 
るかをチェックします。異萬び発見された場合は自動的に計 
算モードや設定を初期状態に戻し、メモ I 」一の内容を消去し 
ます。 

④ 画^国 （ CLR ) 圧] ( Setup ) 目 ( Yes ) と巧して、すベてのモー 
ドや設定を初期状態にずる。 
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レンス情報 


本節では、本機の電源および電池交換について説明しまず。 

■電源および電池交換 

本機は電源に単4電池を1個使用しています。 

•電池使用上のごま意 

電池の使いちを誤ると電池の液われで製品び腐食したり、電池 
び破裂することがあります。 



次のことを必ずお守り < ださし、。 

この表おを無視して誤った取り扱いをすると、 
人び傷害を負ラ可能性が想定される内容およ 
z ±^ び物的損害のみの発生が想定される内容をお 
胃しています。 


電池について 

♦本機で使用している電池を取り外した場合は、誤って 
電池を飲むことびないよラにしてください。特にルさ 
なおテ様にご注意くださし、。 

♦ 電池はルさなお子様の手の届かない所へ置いて<ださ 
し、。万一、お子様び飲み込んだ場合は、ただちに医師と 
ネ目談してください。 

♦ 電池は、充電や分解、ショートする恐れのあることはし 
ないでください。また、加熱したり、火の中へ投入した 
りしないで < ださし、。 
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♦電池は使いちを誤ると液われによる周囲の巧損や、破 
裂による火災•けがの原因となることびあります。次の 
ことは必ずお守りくださし、。 

•極性（©と©の向き）に注意して正しく入れてくだ 
さし、。 

•長期間使用しないときは、本体から電池を取り出し 
ておいて < ださい。 

•本機で指定されている電池故外は使用しないでくだ 
さし、。 


口電池の交換 

電池び消耗しますと、液晶の表示び薄くなってきます。表示び薄 
くなったまま使用を続けますと、正常に動作しなくなることび 
あ D ます。表示び薄 < なってをたら、すみやかに電池を交換して 
ください。また正萬に使用できても、定期的に (2 年に1戲電池を 
交換して < ださし、。 

ごミま意 

本機から電池を取り外ずと、独立メモリーや変数メモ I 」一など 
の内容は消去されます。 


1. 画司函 （ OFF ) を巧して、電源を切 
0ます。 

2. 本体麵のネジをがして、裏ブタを 
取り外します。 

3. 古い電池を取り出します。 

4. 新しい電池の表面を乾いた布でよ 
くがいてから©側と©側を正しく 
入れます。 

己.畫ブタをネジ留めしまず。 

6.画 @ 回に LR ) 回 ( All ) 日 ( Yes ) 
キーを巧して、本機を初期状態に戻 
します(必ず、操作してください)。 


ネジ ネジ 
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ロオートパワーオフ（自動電源オフ)機能 

操作売了樓、約6分で自動的に電源オフになります。計算機を再 
びご使用になるとさには、画)キーを押すと電源オンとなりま 
す。 


仕様 


電源： 単4電池： R 03( UM -4) X 1 個 

電池寿命：約17,000時間(カーソル点滅表示で連続放置) 
消費電力： 0.0002 W 
使用ミ豆度： 0で〜40で 

大きさ•重さ： 幅 如 X 奥行161 X 厚さ1 3.7 mm 、 11 0 g 
付属品 ： ) V ードケース 
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■± 木•測量 

(®) (王角比 I ) 

下國において A 地点から B 地点の距離 (C) と角 B (がびわ 
かっているとき、み-じ間のお離化)と6-{：間のお離(3) 
は？ 

(解説)王角比を使って計算 
します。 
sin 6 =—— 
cos 6 =— 

C 

tan 6 =—— 

A 


sin 6=を展開して 、 b = c.sin 0 

cos 0= を展開して、 a = c*cos 6 

c 

[line 11 Deg I 

(b =lOXsin 60 をまめる） 

のの励固のの目 

(a =10 X cos 60をまめる） 

田四画固四囚目 

同様に辺 b と角目（目)のみびわかっているとさは、辺 a •辺 C は各々 
b ~ Han み b ^ sin 肥ホめまず。また、辺 a と角 B (巧のみびわかっ 
ているときは、辺 b ‘辺 C は鲁 々 ax ね n み a ^ cos 巧!まめまず。 
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この例題は、極座標^直交座標変換を使っても計算できます。 



[line 11 Deg I 

(極座標 (10, 60) を直交座標に蜜換する) 


画日 ( Rec ) の匹] 
画田り凹のの目 


RecCl 日， G 日） 

X= 日 

Y= 8.660254038 


(0) (王角比の 



tan 0= ■を展開して、0 = tarr 1 f -^1 
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[line 11 Deg I 

(0 = tan - 1 (5^8) をホめる） 

回固画 ( tan - i ) 
回固面 S 因 


(60 進数に変換） 

因 


同様に辺 a - 辺 C びわかっているとさは、 cos - if ^ l でホめます。 
また、辺1)、辺 C びわかっているときは、 sin -1 (±] でホめます。 
この例題は、直交座標一極座標変換を使ってち計算できます。 



[line 11 Deg I 

(直交座標(8, 5) を極座標に蜜換し r , 

画!)旧 ( Pol ) 面画囚し） 
回囚白 


(変数 Y に格納されたがを呼び出し、60進数に変換) 


画画 ( Y ) 回 

32〇0'13.3日" 


0を求める） 


PoK 日，已） 

ド 9.433981132 
目= 32.00538321 


tan— 1(卜日） 

32.00538321 

tan— 1(卜日） 

32〇0'13.3日" 
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(®) (直接測れない距離） 

下図において、角 C 、 角 D 、 辺 A びねかっているとき 、X 
の距離は？ 



下記の公式を使って計算 
します。 

、， A.sinC 
—sin {180- C - D ) 


[line 11 Deg i 


( C ， D の値をそれぞれ変数メモ I 」一 C ， D に登録して計算) 

固圧]因固固回画画 ( STO ) 極) ( C ) 

匹]圓回图回因画画 ( STO ) 画 ( D ) 

回匹]圆 画! 極) ( C ) 広)固励圧)面匹)曰 
画3励 ( C ) 曰画励 ( D ) 丘)因 


日日 Since) づ in(l 日卜 

47.06613053 


(D (へ□ンの公式） 

下図において、辺ん辺 b 、 辺 C びわかっているとき、面 
積 S は？ 

懈説1 下記のへ n ンの公式を 
使って計算します。 
S = yfs ( s - a)(s - b)(s - c ) 

ただし 、 S = — (a + b + c ) 

2 
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I LINE 11 Deg 1 

( s をホめ、結果を蜜数^モリ ー A に登録する) 

の回の西のの旧 
团のの固回 
函画 ( STO ) 回 ( A ) 


C 50+40+30)-2 ^A 


60 


■物理 

(0) (斜面上の物体を引く力） 

斜面の角度 ( 0 ) 2 0。、物体の重さ ( W ) 6 0 k g 、摩擦係数(が 
0.3 のとき、物体を引く力 ( P ) は？ 

0説)下記の公式を使って計算 
します。 

P = W ( sine + y * cose ) 


圓 

[LINE] [Deg] 

固四の励回四の西 
团 CD 团因回回四のの 
因 


G 日 Csin じ日） + 日 Jx 卜 
37.43567577 



■ KACA - 日日） （ A - が）卜 
600 


WWW 因 
回回回の 

麵 S 暫 

のののの 
W 囚囚团 
回のの曰 

I 國回の 

滅因曰曰 
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(®) (巧物運動） 

初速 ( Vo )30 m / s で擲ブたボールが 5 Cr = のち度(がで上びり 
ました。3秒後の高さか)は？ 

下記の公式を使って計算 
します。 

h = Vot • sin 0 - 
姑重力加速度 9.8 m / s 2) 


圏 

[line 11 Deg I 

团四因团因 
圆回四の日 
回固因图 CD 面因 
国回呂 


3日 x 3 xsin (日日）- 2— 1卜 
24.04399900 
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